
溜
池
灌
概
地
域
に
於
け
る
用
水
分
配
と
農
村
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
イ
ダ

ー
ー
讃
岐
仲
多
度
郡
買
上
池
懸
り
を
中
1
5
と
し
て
一

喜
　
多
　
村

俊
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
ど
な
　
　
ぐ
ん
　
げ

〔
要
旨
〕
讃
岐
丸
亀
平
野
の
輝
々
中
央
部
、
如
意
出
麓
に
営
ま
れ
た
賞
田
鰻
は
慶
長
1
7
年
に
完
成
し
て
満
濃
池
の
復
活
よ
り
も
限
々
融
く
、
与
北
・
郡
家
・

　
　
　
を
と
く
　
　
　
　
　
こ
ん
ゼ
う
ヒ
　
　
く
ほ
ら

三
条
・
木
津
・
原
田
・
金
蔵
寺
・
柞
原
・
の
7
ケ
村
を
配
水
区
域
と
し
満
濃
池
水
の
潤
す
区
域
に
含
ま
れ
な
が
ら
、
又
別
側
の
用
水
を
中
心
と
す
る
社
会
を

形
成
し
て
い
る
。

　
此
の
池
鋤
り
の
配
水
上
の
特
色
は
池
の
創
始
以
・
果
7
ケ
村
を
．
区
域
と
す
る
と
は
云
え
与
北
一
村
の
支
配
権
が
署
し
く
強
く
、
用
水
費
用
負
担
と
の
閣
係
か

ら
見
れ
ば
他
の
6
ヶ
村
は
与
北
へ
配
水
し
た
余
選
分
を
配
水
せ
ら
れ
て
い
る
か
の
感
が
あ
る
。
勿
論
買
田
池
以
外
の
村
々
の
池
水
も
補
助
酌
な
意
義
は
大
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
い
や
く
ザ
い

あ
る
が
豊
田
池
に
比
す
れ
ば
著
し
く
浅
く
て
貯
水
量
が
少
く
、
田
墨
水
に
費
消
し
艮
写
れ
て
其
の
後
の
貯
水
（
降
水
）
　
に
は
多
大
の
費
用
を
要
す
る
。
満

濃
池
の
水
を
受
け
而
も
章
々
の
池
を
利
用
し
尽
し
て
而
も
爾
極
め
て
不
具
な
条
件
を
甘
受
し
つ
つ
も
買
田
池
懸
り
を
脱
し
得
な
い
、
与
北
以
外
分
村
々
の
立

場
は
極
め
て
微
妙
で
あ
る
。
買
取
池
へ
の
溜
込
水
の
水
源
は
金
倉
・
土
器
の
両
河
…
川
に
あ
り
、
他
地
方
に
例
稀
な
強
力
な
引
水
権
を
有
し
て
居
り
、
斯
る
引

水
権
の
存
在
、
叉
成
立
の
過
程
も
特
徴
的
な
事
柄
で
あ
る
。
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序

　
周
知
の
如
く
讃
岐
は
虎
落
愚
指
の
溜
池
灌
漉
地
域
で
あ
9
金
耕
地

衝
積
の
二
〇
ン
ρ
が
溜
…
池
水
面
を
以
て
蔽
わ
れ
て
い
る
。
就
中
丸
亀
を

　
　
　
　
溜
池
灘
瀧
に
於
け
る
罵
水
分
配
と
縫
村
祉
会
（
薯
多
村
）

中
心
と
す
る
西
讃
平
野
は
其
の
殆
ん
ど
が
満
濃
池
の
支
配
下
に
在
り
、

本
研
究
の
重
題
た
る
買
田
池
懸
り
も
亦
其
の
火
部
分
が
満
濃
懸
り
に

属
し
て
い
て
水
懸
り
の
爾
係
か
ら
は
二
重
に
な
っ
て
い
る
。

　
満
濃
池
懸
り
が
稲
の
全
生
育
期
闇
中
を
満
濃
池
水
に
依
存
し
得
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



士
器
川

；

t
y

溜
池
灘
瀧
に

於
け

る

珊
かく

分
配
と

藤
村
社
会
．一hM

多
村
L．t

　　

金
鳥
諾

　
　
　
　
　
　
へ

丸
亀
イ
妙
！
ρ
・
㌔
－
…

　
　
㌧
，
、
　
　
ゆ
O

　
も
ヨ
　
　
　
ジ
　
　
　
　
　
リ

＼、

A
　
　
8

　
　
　
　
々
，
、

一
…
・
～
！
，
猛
ノ
ー
～
＼
～
／

　
　
　
　
　
　
リ
ニ
ヨ
ロ
コ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ご

．
”
ノ
∵
g
鯛
響
町
噂

　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
ピ
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
！
’
ノ
　
、
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽

　
二
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
．
’
、
だ
＼
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
臨
　
　
　
　
、
・
　
　
　
’
　
　
一

　
　
緊
　
　
　
　
＼
．
　
　
　
　
　
！
　
　
㍉

　
　
一
　
、
・
、
．
！
一
　
　
　
　
　
　
〆
－
玉
．

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ノ

…
P
：
ρ
…
監
、
し
ノ
’

鋸
離
弩
。
、

・
曳
．
灘
避
鐙

　
・
・
；
：
・
ン
彗

　ミ

～

、
一
／
＼
傭
．
麓

　
コ
」
き
童
舞
車

上
の
郷
と
、
満
濃
に
の
み
頼
り
得
な
い
で
村
内
に
無
数
に
分
布
す
る

池
の
水
を
補
助
水
と
し
て
用
い
る
下
の
郷
と
の
コ
つ
の
区
域
に
分
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

て
い
る
事
は
既
に
明
ら
か
で
あ
る
。
丸
亀
平
野
の
畳
々
中
央
部
、
土

器
・
金
倉
の
両
河
川
に
挾
ま
れ
た
標
高
…
五
八
米
の
花
嵐
岩
丘
、
如

意
山
の
北
画
を
堰
止
め
た
水
面
積
一
八
町
歩
の
溜
池
た
る
養
田
池
は

上
の
郷
と
下
の
郷
の
境
に
近
く
す
ぐ
（
北
側
）
（
下
の
郷
）
に
あ
り
、
讃

社町
三二
　　）　
後　・

述原
）　田

粋
七　六
町　町

歩歩
、　　）

　　　　　　　　車じ、　　　’・、

・＋一＋一翻潴り　　恕　　　 湊

…覗薩の漏灘池掛り　’　　，ミ了

』． X燵後の灘池掛リ　　；・’　“ifi

第一鴎　丸亀平野に於ける満濃池掛りと買田池掛り

　
　
　
　
　
一
三

岐
平
野
に
多
い
皿
池
で
は
な
く
て

『
元
来
買
田
池
者
水
溜
茂
深
く
於

当
郡
に
満
濃
池
に
可
相
続
く
下
之

　
　
　
　
　
⑨

郷
第
一
之
大
池
』
で
あ
り
、
貯
水

量
、
延
い
て
は
灌
概
颪
積
の
点
で

は
確
か
に
満
濃
池
に
亜
ぐ
竜
の
で

あ
る
。

　
勝
田
の
池
懸
り
は
池
の
地
元
た

る
与
島
及
び
郡
．
家
・
龍
規
の
三
村
馬

で
、
旧
村
名
の
与
北
（
一
八
五
町

歩
）
・
木
徳
（
コ
一
〇
町
歩
）
・

郡
家
。
三
条
（
共
で
一
ニ
ニ
。
五

。
金
蔵
寺
（
三
。
四
町
歩
）
及
び

合
計
四
四
五
購
歩
で
あ
る
。
勿
論

三
ヶ
村
或
は
旧
六
ヶ
村
の
全
部
が
屯
田
池
に
の
み
依
存
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
池
に
最
も
近
い
与
北
村
の
内
で
屯
其
の
西
端
金
倉
川
の

両
岸
に
位
置
す
る
西
村
・
西
原
は
買
田
池
氷
よ
り
は
金
倉
川
を
堰
止

め
て
獲
た
水
、
或
は
細
金
倉
罵
床
か
ら
の
涌
水
に
頼
り
、
郡
．
家
で
も
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買
田
の
水
は
必
要
水
量
の
幾
分
の
一
か
に
過
ぎ
ず
、
桝
池
・
宝
瞳
寺

池
等
の
村
内
に
散
在
す
る
溜
池
の
貯
水
が
よ
り
重
要
な
意
義
を
持
つ
。

、
木
徳
・
金
蔵
寺
・
原
田
の
諸
村
で
・
も
涌
水
。
溜
池
水
・
河
川
水
等
が

隈
な
く
利
用
せ
ら
れ
て
丸
亀
平
野
に
於
け
る
灌
瀧
水
源
の
多
様
性
を

示
し
て
い
る
。

　
斯
く
買
田
地
を
中
心
と
す
る
密
々
は
、
池
を
廻
っ
て
の
3
1
水
権
に

厚
薄
強
弱
の
差
が
あ
り
、
不
足
分
を
他
の
水
源
の
利
用
に
よ
っ
て
補

い
つ
つ
、
用
水
を
中
心
ど
す
る
一
字
宙
を
形
成
し
、
而
も
最
初
に
触

れ
た
如
く
叡
慮
の
内
で
あ
る
所
謂
「
両
免
場
」
以
外
は
買
田
の
水
よ

り
も
満
濃
の
水
に
よ
り
強
く
依
存
す
る
特
異
性
を
有
し
、
買
臨
池
は

小
満
漸
漸
で
あ
る
と
共
に
他
の
青
池
と
同
様
に
満
濃
の
補
助
池
に
過

ぎ
な
い
屯
の
と
も
看
徹
し
得
る
。
池
の
起
源
、
満
濃
と
の
関
係
、
配

水
の
諸
特
質
、
受
水
区
域
愈
々
の
引
水
権
、
経
費
負
担
と
の
関
係
等

を
通
じ
て
瀧
灌
問
題
が
農
村
社
会
、
農
業
経
営
に
及
ぼ
す
諸
影
響
を

考
察
し
、
灌
概
問
題
の
最
も
複
雑
且
困
難
な
讃
岐
の
特
質
の
把
握
を

試
み
る
の
が
本
稿
の
目
標
で
あ
る
。

①

拙
稿
「
近
世
に
於
け
る
讃
岐
満
農
池
の
経
営
と
管
理
」
「
経
済
史
研
兜
」

ニ
ニ
巻
六
号
（
昭
和
十
四
年
十
二
月
）
、
「
顕
本
灌
灘
水
利
慣
行
の
奥
酌

　
溜
池
灘
概
に
於
け
る
用
水
分
配
と
礫
村
祉
会
（
聯
多
村
）

②

研
究
」
沓
論
編
i
近
刊
一
所
収

与
北
村
役
場
所
蔵
交
書
　
安
政
五
年
八
月
「
那
珂
郡
与
北
村
買
田
池
着

旧
上
置
御
普
請
願
立
請
願
書
し

一
、
買
玉
池
の
起
源
と
修
覆

　
此
の
池
は
近
傍
に
於
て
は
起
源
の
最
も
古
い
も
の
の
一
で
あ
ろ
う
。

慶
長
十
七
年
の
完
成
で
あ
る
か
ら
満
濃
の
復
興
完
成
の
嘉
永
十
一
年

に
二
十
二
年
先
立
っ
て
い
る
。
元
々
買
曾
池
の
位
置
に
は
諏
訪
谷
池

と
呼
ぶ
小
池
が
あ
り
之
を
拡
張
し
た
の
が
魚
田
池
で
、
買
食
池
の
名

も
拡
張
に
当
っ
て
新
に
池
敷
と
な
る
べ
き
田
地
を
買
取
つ
た
纂
に
因

③由
を
持
つ
。
池
敷
の
替
地
は
池
亭
で
与
え
ら
れ
た
と
伝
え
る
が
現
在

そ
の
証
跡
は
明
ら
が
で
は
な
い
。

　
後
安
政
六
年
の
底
掘
り
・
嵩
上
げ
に
よ
る
池
の
拡
張
が
行
わ
れ
た

が
、
そ
れ
以
前
慶
長
当
時
か
ら
現
状
に
近
い
規
模
と
水
懸
り
と
を
擁

し
て
い
た
様
で
其
の
村
名
と
水
懸
り
石
高
、
並
び
に
寛
永
十
八
年
の

　
　
　
　
　
　
④

『
満
濃
池
之
次
第
』
に
現
わ
れ
た
是
等
村
女
の
満
濃
掛
り
石
高
は
次

の
’
如
く
で
あ
る
．

　
与
　
北
　
　
　
一
六
〇
一
・
五
石
　
　
（
五
〇
〇
職
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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　原郡金ラ柞ク三木
計　　蔵1
　田家寺原条徳 溜

池
灘
灌
に
於
け
る
溺
水
分
配
と
旋
村
祉
会
（
聯
多
轡
）

　
六
〇
〇

　
六
〇
〇

　
四
〇
〇

　
四
〇
〇

　
五
〇
〇

　
五
〇
〇

四
六
〇
一
・
五
石

　
七
ケ
村
で
四
六
〇
一
・
五
石
の
他
、

西
［
村
分
五
五
〇
石
、
計
八
五
〇
石
へ
も
縣
…
’
る
粛
鞭
に
な
っ
て
い
る
。

田
池
懸
り
の
決
定
後
に
満
濃
が
再
興
せ
ら
れ
、

濃
の
水
下
に
編
｝
入
せ
ら
れ
た
為
に
上
表
に
見
る
様
な
結
果
と
な
っ
た

の
で
あ
る
が
、
各
村
の
買
田
・
満
濃
両
池
懸
り
石
高
の
閥
に
は
相
当

の
開
き
が
あ
る
。
満
濃
懸
り
の
石
高
合
計
が
…
高
田
懸
り
石
高
合
計
の

約
二
倍
で
あ
る
事
は
、
買
田
懸
り
で
竜
与
北
以
外
の
村
々
は
村
内
の

金
耕
地
が
買
田
池
懸
り
で
は
な
か
っ
た
事
を
示
し
、
満
濃
に
依
存
す

る
慶
合
の
強
か
っ
た
事
情
を
物
語
る
。
買
田
池
は
与
北
の
生
命
と
頼

む
も
の
で
あ
る
が
他
の
六
ケ
村
は
…
買
田
よ
り
も
満
濃
に
よ
り
多
く
を

托
し
て
い
る
。
此
の
事
椿
は
三
百
年
後
の
今
据
竜
不
変
で
あ
り
、
配

（一

緕
O
三
石
）

　
　
　
　
（
？
。
）

（
コ
八
O
O
石
）

　
（
八
○
○
石
）

（
一
五
八
六
石
）

（
一
六
九
一
石
）

（
九
三
一
〇
石
）

　
三
軒
の
吋
西
原
分
三
〇
〇
石
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
買

　
　
　
　
而
も
買
田
懸
り
も
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
二
餌

水
上
、
又
費
用
負
担
上
の
諸
問
題
は
実
に
此
の
点
に
胚
胎
し
て
み
る
。

　
慶
長
十
七
年
を
隔
る
一
一
四
六
年
の
安
政
五
年
に
は
同
元
年
秋
の
池

堤
切
損
を
理
由
に
、
底
掘
上
置
普
請
に
対
す
る
銀
六
十
貫
目
の
貸
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
藩
に
出
願
せ
ら
れ
、
大
工
・
人
夫
等
の
延
五
万
三
千
人
が
計
上
せ

ら
れ
て
い
る
。
藩
費
補
助
の
次
第
は
明
か
で
な
い
が
工
事
は
実
施
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ら
れ
、
以
後
の
買
田
池
を
廻
る
組
織
に
は
相
当
の
改
革
が
加
え
ら
れ

た
。
満
濃
池
か
ら
の
距
離
が
遠
く
、
其
の
池
水
に
の
み
依
頼
し
得
な

い
こ
と
、
是
迄
の
買
田
懸
り
三
千
石
詰
を
八
五
〇
〇
石
窟
に
拡
張
す

　
　
　
　
⑦

る
事
を
理
由
と
し
た
願
意
が
聞
届
け
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。
此
の
度

の
工
事
に
当
っ
て
は
元
々
早
馬
に
苦
し
ん
で
い
た
三
＋
転
石
の
田
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
新
に
池
敷
と
な
り
、
池
懸
り
村
女
に
よ
っ
て
買
得
せ
ら
れ
て
い
る
。

③
④
　
龍
川
村
木
徳
　
津
島
利
太
郎
氏
文
害

⑤
　
与
北
村
役
場
文
書
　
安
政
五
戌
午
年
玉
月
「
那
珂
郡
与
北
村
買
田
到
底

　
　
掘
堤
上
置
兼
用
御
普
請
舅
論
見
回
」

⑥
龍
川
村
木
穂
松
浦
清
一
氏
所
蔵
文
書

⑦
　
図
に
同
じ

⑧
　
与
北
村
　
紫
和
氏
文
書

二
、
巨
水
機
構
と
そ
の
特
殊
性

（　124　）



　
買
田
池
の
貯
水
に
は
如
意
山
斜
面
の
降
水
を
集
め
る
の
み
・
で
は
到

底
所
要
量
を
満
し
得
な
い
か
ら
他
に
水
源
を
求
め
て
溜
込
む
必
要
が

あ
る
。
此
の
施
設
に
関
し
て
買
田
島
は
特
殊
な
地
位
を
有
し
て
い
る
。

所
謂
寒
加
（
か
ん
み
ず
）
の
引
込
に
よ
っ
て
一
応
充
分
の
貯
水
の
獲

ら
れ
る
の
が
例
年
で
、
年
並
に
池
懸
り
区
域
へ
の
土
器
川
及
び
金
倉

々

／

主
　
暑

川
筋
か
ら
の
承
水
源
と
し
て
次
の
も
の
が
存
す
る
。

　
！
．
夫
婦
井
涌
（
め
う
と
い
ゆ
う
）
　
土
器
想
の
上
流
、
綾
歌
郡
．

長
炭
村
の
中
に
位
置
し
、
海
田
池
か
ら
す
れ
ば
土
器
川
を
隔
て
た
対

岸
（
右
）
に
あ
る
夫
・
婦
。
子
の
名
を
も
つ
三
個
の
堤
外
の
湧
水
を

採
る
も
の
で
其
の
水
路
は
河
に
沿
っ
て
暫
く
北
流
の
後
、
帯
芯
の
畔

　　　儘）
　　　！．潮差
　　　症．郡家の甲．’F所及丘タ｝

　　　理，木徳
　　　風金藏弄の甲、盆掘

　　　Ψ金昆適量顯

　　　A．西村横雲桂トリ

　　　B函原三二掛り
　　　CDE．出ホ掛1｝

　　　　　　　　（さ1麟）
一一一
ンcラ断章り正E訊匿▽翼田遊本秘リ

…　京掛り区分A8CD翻嶽り（ll酬

・一一 ｺ思　　1夫隔契涌

。　出木　　2野田横＃

一価不瀦3西村横＃
一や横＃　　4西原横井

君
　
8
、
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

｛．

女
旧
{
町●

0

溜
池
譲
澗
に
於
け
る
灘
水
分
配
と
農
村
祉
会
（
霧
多
欝
）

蒐

2KO

第二図　買田池掛り区域と；承；水路

か
ら
「
横
弁
」
を
立
て
て
土
器
川
を
横
断
し
、
左
岸

に
遷
っ
て
北
流
し
、
満
濃
の
配
水
路
を
利
用
し
つ
つ

買
田
池
に
達
す
る
。
横
井
と
は
土
器
川
の
三
身
に
対

し
て
斜
に
河
床
を
掘
割
り
、
土
俵
を
積
ん
で
堰
と
な

し
、
夫
婦
井
涌
か
ら
の
湧
水
及
び
土
器
川
の
河
床
を

流
れ
る
水
を
吸
収
し
て
引
用
す
る
も
の
で
、
以
下
に

叙
べ
る
他
の
横
井
の
場
合
と
等
し
く
、
真
の
水
源
が

所
謂
「
涌
」
に
は
な
く
て
横
堰
に
よ
っ
て
引
取
る
土

器
川
本
流
の
流
水
で
あ
る
事
に
特
徴
が
あ
る
。
現
在

で
は
此
の
涌
の
涌
水
畢
生
は
判
然
と
し
な
い
程
度
に

な
っ
て
い
る
。

　
夫
嬬
井
底
の
重
要
さ
は
池
の
貯
溜
水
の
殆
ん
ど
が

此
の
涌
の
引
水
を
名
臼
と
す
る
土
器
川
の
流
水
に
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五

（1125）



　
　
　
　
溜
池
瀧
瀧
に
於
け
る
用
水
分
配
と
綴
村
社
会
（
霧
多
村
）

つ
て
い
る
点
で
、
　
一
月
六
口
の
堰
立
に
よ
っ
て
引
水
は
關
…
始
せ
ら
れ

る
、
　
「
寒
水
取
り
し
が
之
で
あ
る
。
然
し
笹
熊
池
の
金
貯
水
量
も
池

懸
り
の
初
夏
の
田
植
の
終
了
期
に
は
七
一
八
会
を
費
消
し
尽
し
、
二

一
三
合
の
重
水
を
以
て
し
て
は
到
底
生
育
期
下
中
の
給
水
を
賄
ふ
に

足
り
な
い
上
に
、
知
立
の
横
井
は
其
後
の
出
水
の
為
に
流
失
す
る
か

ら
夏
の
間
も
河
床
に
流
水
を
見
る
限
り
樹
立
の
横
井
が
設
け
ら
れ
、

冬
立
の
横
井
は
身
繕
一
村
の
負
担
で
あ
る
が
夏
立
の
分
は
与
北
の
上

流
村
高
篠
と
共
同
で
行
ふ
。
但
し
凝
立
の
横
井
が
溜
込
の
…
機
能
を
発

揮
し
得
る
の
は
大
雨
の
時
に
限
り
、
平
生
少
量
の
流
水
に
止
る
時
は

高
篠
の
独
占
利
用
す
る
処
と
な
る
。
夫
婦
井
の
発
見
・
掘
襲
の
年
代

は
享
保
・
元
丈
の
頃
で
下
北
の
大
庄
屋
高
畑
権
兵
衛
の
創
始
に
懸
る

と
の
伝
説
が
あ
る
が
後
述
に
譲
る
。

　
2
．
野
瞬
横
井
　
こ
れ
は
如
意
山
の
西
方
を
北
流
す
る
金
倉
川
に

設
け
た
も
の
で
琴
平
町
の
地
籍
内
に
横
井
を
立
て
、
金
倉
川
左
岸

（
対
岸
）
の
西
山
涌
の
水
及
び
金
倉
川
の
流
水
を
3
1
慶
す
る
施
設
で
あ

る
。
直
接
買
血
池
に
溜
込
む
為
の
麻
裏
と
し
て
の
意
義
は
上
述
の
夫

婦
立
涌
に
遙
に
劣
り
、
こ
の
水
路
の
上
流
三
哲
郷
村
の
約
三
〇
〇
町

歩
、
及
び
蛇
田
池
の
南
部
隠
処
に
位
置
し
て
池
依
を
受
け
得
な
い
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

北
村
の
内
の
約
二
〇
町
歩
の
水
田
に
供
給
す
る
の
が
主
目
的
で
あ
る
。
、

樹
野
田
横
井
の
水
路
沿
い
に
七
個
処
の
涌
が
あ
り
、
其
の
水
も
共
に

加
え
ら
れ
る
。

　
此
の
横
井
の
引
水
車
上
の
特
色
は
、
川
の
流
水
が
減
じ
て
横
井
に

懸
る
水
量
の
減
じ
た
時
は
、
堰
側
か
ら
上
流
に
撃
っ
て
河
身
の
中
央

部
を
掘
登
り
、
　
一
つ
上
の
鶴
田
屋
横
井
の
直
下
に
至
り
、
而
も
鶴
田

崖
横
井
の
中
央
部
を
切
抜
い
て
其
の
溜
水
を
引
き
得
る
特
権
を
有
す

る
事
で
あ
る
。
現
在
は
堰
を
切
抜
か
な
い
で
、
一
旦
鶴
田
屋
横
井
の

北
、
総
量
橋
西
詰
の
為
替
水
門
の
水
門
扱
を
深
さ
五
寸
、
幅
一
尺
分
　
の

切
抜
い
て
其
分
だ
け
の
水
を
譲
ら
れ
る
事
に
な
っ
て
い
る
。
鶴
田
歴
　
㏄

横
井
に
要
す
る
費
用
を
全
然
負
担
せ
ず
し
て
上
述
の
分
水
を
獲
る
野

田
横
井
の
特
権
は
甚
だ
大
な
る
も
の
で
、
こ
れ
は
潮
田
池
懸
り
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
金
毘
羅
社
領
の
存
在
に
起
因
す
る
現
象
で
あ
る
。

　
文
政
七
年
五
月
、
高
松
領
の
公
文
・
与
北
前
婦
と
社
領
と
の
争
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

対
す
る
「
和
融
取
替
議
定
証
文
」
が
此
の
慕
実
の
困
で
、
社
領
の
地

籍
内
の
鶴
田
屋
横
井
（
当
時
の
荒
井
横
井
）
が
下
流
へ
水
を
流
さ
な

か
っ
た
こ
と
が
争
の
焦
点
ぞ
あ
り
、
議
定
証
文
の
結
果
と
し
て
、
五
，

月
節
臼
十
肩
前
に
荒
井
横
井
の
水
尾
筋
で
幅
壱
闇
半
を
切
払
い
、
一



H
の
開
水
を
流
し
て
後
そ
の
遊
を
水
を
取
ら
ず
、
菰
堰
と
し
て
お
く

定
で
、
横
井
の
基
礎
及
び
固
根
半
以
外
は
蛇
籠
及
び
砂
で
築
造
す
る

が
餌
壷
の
闇
か
ら
は
絶
え
ず
漏
水
の
あ
る
筈
で
あ
る
。
水
不
足
に
際

し
て
の
野
田
横
井
上
か
ら
鶴
田
歴
横
井
下
総
の
河
身
申
央
部
の
掘
登

り
も
此
の
時
に
再
確
認
せ
ら
れ
て
い
る
。
野
田
横
井
側
か
ら
の
要
求

に
よ
り
社
領
側
か
ら
掘
謡
え
る
約
で
あ
る
。
こ
れ
が
後
に
野
田
横
井

側
か
ら
掘
登
る
こ
と
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
横
井
の
創
始
も

亦
高
畑
権
兵
衛
と
伝
へ
る
。
こ
の
堰
の
堰
・
立
は
元
は
象
郷
村
の
み
の

負
担
で
あ
っ
た
が
後
に
与
北
も
加
わ
り
現
在
は
折
半
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
然
し
「
荒
立
」
と
呼
ぶ
初
夏
の
要
水
期
に
臨
ん
で
の
魯
魚
は

与
北
の
負
担
で
あ
る
。

　
3
．
西
村
横
井
　
買
田
池
へ
の
承
水
に
は
関
係
な
く
、
与
北
の
酉

端
金
倉
川
の
右
岸
に
接
す
る
酉
偏
へ
3
1
水
す
る
為
の
も
の
で
象
郷
村

の
下
塵
梨
地
内
、
象
郷
橋
の
下
流
に
位
置
す
る
。
土
俵
仮
面
を
以
て

金
倉
川
の
流
水
及
び
対
岸
の
西
村
涌
の
「
禺
水
」
を
も
吸
版
す
る
事

前
述
の
場
合
と
同
巧
で
あ
る
。
但
し
金
倉
川
筋
を
流
下
す
る
満
濃
池

水
を
も
取
水
し
て
い
る
の
で
、
満
濃
の
配
水
区
域
た
る
対
岸
多
度
郡

側
の
為
に
完
全
堰
・
止
を
行
わ
ず
一
一
二
重
を
解
放
し
て
い
る
。
従
っ
て

　
　
　
　
溜
池
瀧
灌
に
於
け
る
用
水
分
配
と
擬
村
社
会
（
喜
多
村
）

堰
立
は
多
度
郡
側
と
協
議
の
上
で
行
い
、
叉
多
度
郡
側
が
単
独
で
満

濃
水
を
取
る
糠
は
水
勢
に
応
じ
適
当
の
幅
。
深
さ
に
横
井
を
切
落
し

て
多
度
風
湿
に
流
す
。
灌
概
面
積
は
西
村
の
四
〇
・
八
町
歩
で
あ
る
。

樹
西
村
横
井
の
水
の
懸
る
特
例
と
し
て
西
村
の
北
、
受
勲
（
龍
川
村
）

の
中
に
此
の
水
の
「
本
懸
り
」
と
称
す
る
約
五
町
歩
の
水
田
が
あ
る
。

　
（
衰
薗
上
の
薗
積
は
一
。
五
町
歩
）
村
外
に
本
懸
り
区
域
の
生
じ
た

所
以
は
、
明
和
の
頃
与
北
村
申
河
原
の
高
畑
金
十
郎
が
四
八
石
余
の

田
地
を
分
与
せ
ら
れ
て
分
家
し
た
際
、
其
の
所
有
田
地
の
中
の
一
町

歩
余
が
木
徳
村
の
中
に
在
り
、
分
家
後
も
前
と
同
様
に
与
北
の
水
を

給
す
る
事
と
な
っ
た
の
で
地
籍
は
智
徳
の
中
な
が
ら
依
然
と
し
て
西

村
横
井
か
ら
配
水
し
て
い
る
の
ぞ
あ
る
。
水
田
の
所
有
者
語
意
を
基

礎
に
異
例
の
配
水
の
行
わ
れ
る
一
例
で
あ
る
。

　
4
．
西
原
横
井
　
酉
原
も
愈
愈
の
中
に
属
す
る
が
金
倉
川
の
西
岸

で
与
北
本
村
と
は
河
を
隔
て
て
い
る
。
旧
金
倉
川
の
川
床
迩
と
考
え

’
ら
れ
、
西
原
横
井
は
此
の
西
原
に
の
み
注
ぐ
も
の
ぞ
あ
る
。
与
北
橋

の
上
流
約
百
米
に
位
置
し
、
割
石
・
蛇
籠
（
現
在
は
相
当
部
分
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
固
め
）
で
堰
き
、
金
倉
川
の
流
水
、
之
を
下
る
満
濃
池

水
、
金
倉
川
右
岸
σ
西
原
濡
の
水
、
及
び
買
田
池
水
の
義
者
を
引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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溜
池
瀧
灌
に
於
け
る
胴
水
分
配
と
縫
麺
社
食
（
薯
多
村
）

入
れ
る
も
の
で
、
後
の
二
つ
の
水
の
引
用
の
為
に
横
井
の
堰
止
の
内

側
に
そ
、
の
内
壁
を
よ
く
固
め
た
水
路
が
あ
り
、
堰
止
と
、
蓋
の
な
い

樋
と
の
機
能
を
兼
備
え
た
も
の
で
あ
る
。
西
原
は
養
田
池
懸
り
な
が

ら
、
買
気
の
池
水
を
以
て
田
植
を
行
っ
て
は
到
底
池
の
貯
溜
が
不
足

す
る
か
ら
と
の
理
由
か
ら
上
述
の
手
段
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
事
実
は
満
濃
池
水
を
取
る
為
で
あ
る
の
が
西
原
横
井
の
本
質

で
あ
る
。
受
水
面
積
約
四
〇
町
歩
。

　
上
述
の
諸
横
井
並
び
に
金
倉
。
土
器
の
両
河
川
の
対
岸
に
位
置
す

る
水
源
と
し
て
の
涌
の
意
義
を
考
え
る
時
、
園
田
池
へ
の
引
水
及
び

此
の
池
水
の
及
び
難
い
与
北
村
地
内
へ
の
内
灘
水
の
確
保
の
為
に
、

与
北
が
角
界
・
郡
界
を
超
え
て
、
涌
の
水
の
み
・
な
ら
ず
本
川
の
水
を

も
吸
収
し
て
い
る
引
水
権
の
強
さ
が
日
を
魅
く
。
斯
る
与
北
の
事
用

水
に
関
す
る
限
り
、
近
郷
諸
村
に
卓
越
し
た
優
位
の
故
に
、
世
俗

『
与
北
は
満
，
濃
以
北
の
水
の
銀
座
」
の
名
が
あ
る
。
是
等
の
和
水
。

引
水
の
水
路
網
の
完
成
は
元
判
取
に
成
就
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、

此
の
頃
の
葦
北
の
大
庄
屋
で
高
千
石
相
当
の
土
地
の
所
有
者
高
畑
権

兵
衛
の
功
績
と
称
せ
ら
れ
る
。
彼
は
大
地
主
た
る
と
共
に
藩
か
ら
竜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

豫
コ
十
石
を
受
け
る
郷
士
で
あ
り
、
与
北
一
円
の
用
水
不
足
の
対
策

彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

に
腐
心
し
、
周
辺
村
女
と
の
交
渉
の
顕
末
は
伝
説
の
域
に
止
っ
て
詳

細
を
窺
い
得
な
い
が
、
藩
庁
と
屯
折
衝
の
末
夫
婦
井
上
水
路
・
野
田

横
井
・
西
村
横
井
を
完
成
し
て
西
北
の
用
水
権
を
確
立
し
た
と
せ
ら

れ
る
。
其
の
覆
年
は
類
型
二
年
で
あ
る
が
政
治
的
障
界
を
超
え
て
引

水
し
た
手
段
に
格
翔
の
も
の
が
あ
り
、
一
村
を
中
心
と
す
る
用
水
権

の
外
麺
的
発
展
の
事
例
と
し
て
も
稀
に
見
る
存
在
で
あ
る
。
現
在
も

与
北
に
属
す
る
、
象
頭
山
申
の
山
林
の
所
属
争
論
に
処
し
た
権
兵
衛

の
用
意
を
伝
へ
る
挿
話
に
よ
っ
て
も
其
の
画
策
の
程
を
察
し
得
る
。

．
彼
が
藩
主
の
血
縁
に
頼
る
も
の
で
あ
っ
た
と
の
一
説
も
異
常
な
成
功

に
徴
す
れ
ば
無
下
に
鋤
け
難
い
で
あ
ろ
う
。

　
彼
は
江
戸
中
期
に
郷
土
の
身
分
を
有
し
た
一
村
吏
に
過
ぎ
な
い
。

所
有
す
る
土
地
が
与
北
全
村
の
半
に
達
し
た
と
し
て
も
領
主
的
存
在

で
は
な
か
っ
た
。
然
も
与
北
全
郷
に
亘
る
水
利
施
策
の
遊
は
恐
ら
く

活
護
を
極
め
た
申
世
荘
園
領
主
の
姿
を
想
わ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。

最
も
遅
れ
た
制
度
・
償
行
の
残
り
易
い
水
利
で
は
恥
曝
の
時
代
に
屯

個
人
の
、
権
力
と
の
結
合
に
よ
る
事
業
を
行
ひ
得
る
余
地
が
存
し
た

の
ノ
L
あ
ろ
う
か
。
讃
岐
が
最
も
古
く
か
ら
の
水
田
地
域
で
あ
る
だ
け

に
東
北
磁
本
に
見
る
未
開
の
荒
野
の
開
発
に
伴
う
水
利
施
設
の
場
含
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と
は
異
っ
て
一
入
此
の
感
が
深
い
。

　
尤
竜
与
北
の
特
殊
地
位
の
獲
得
の
裏
に
は
之
を
必
須
と
し
た
諸
事

惜
屯
あ
る
。
自
然
的
に
最
竜
用
水
難
の
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

即
ち

　
、
誌
　
如
意
山
の
存
在
が
満
濃
池
下
か
ら
の
緩
傾
斜
に
伴
う
地
上
・

　
　
地
下
の
流
水
脈
を
完
全
に
切
断
し
、
与
北
が
其
の
馬
差
に
位
置

　
　
す
る
こ
と
。

　
b
　
地
域
的
に
少
繋
は
あ
る
が
一
円
の
土
壌
が
花
高
窓
の
風
化
土

　
　
で
旧
河
床
も
あ
り
、
保
水
力
の
極
め
て
低
い
土
地
で
あ
る
こ
と
。

　
　
例
え
ば
五
寸
の
深
さ
の
水
C
応
田
面
に
堪
え
得
る
限
り
の
水
）

　
　
の
土
中
に
吸
収
し
尽
さ
れ
る
縛
闇
は
酉
原
六
時
間
、
旭
（
赤
阪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
コ
ウ
ダ

　
　
三
三
屈
の
総
称
）
二
口
、
田
高
田
一
～
四
口
と
云
う
如
く
自
然

　
　
の
土
質
の
浸
透
性
に
窟
む
事
か
ら
来
る
保
水
力
の
乏
し
さ
は
実

　
　
に
叢
だ
し
く
近
村
に
比
す
べ
き
竜
の
が
な
い
。
与
北
が
多
量
の

　
　
水
を
獲
て
い
る
事
実
も
斯
る
保
水
力
と
関
聯
し
て
考
察
し
な
け

　
　
れ
ば
分
配
量
の
多
寡
は
論
じ
難
い
処
に
閃
題
が
あ
る
。

　
右
様
の
事
実
は
存
し
な
が
疹
買
瞬
池
懸
り
は
池
水
並
に
之
に
附
随

す
る
幾
本
か
の
用
水
路
の
独
占
に
よ
っ
て
水
の
利
用
を
中
心
に
観
れ

　
　
　
　
灘
池
瀧
瀧
に
於
け
る
用
水
分
瀧
と
農
村
社
会
（
喜
多
村
）

二
九

揺と池
＝田

貝図三第

（　me9）



　
　
　
　
溜
池
灘
灘
に
於
け
る
罵
水
分
配
と
齪
村
社
会
（
響
多
村
）

ば
孤
立
的
封
鎖
社
会
を
形
成
し
、
末
端
の
一
部
を
別
と
す
れ
ば
水
不

足
の
讃
岐
の
中
に
在
っ
て
は
最
竜
恵
ま
れ
た
特
殊
な
一
地
域
を
形
成

し
て
い
る
。

⑨
与
北
村
赤
阪
山
　
下
善
吉
疑
所
蔵
文
書

⑩
誉
田
池
に
近
い
小
丘
上
の
紀
念
碑
文

三
、
池
水
の
配
水
機
構

　
買
田
池
が
現
状
に
至
る
迄
に
は
諏
訪
谷
池
の
時
代
、
慶
長
十
七
年

買
圏
池
の
拡
張
後
の
時
代
、
安
政
七
年
の
底
掘
嵩
上
げ
後
の
時
代
と

三
段
階
の
変
化
が
あ
り
、
其
の
度
毎
に
貯
水
量
の
増
加
と
共
に
灌
瀧

区
域
の
拡
張
が
あ
り
、
之
に
伴
っ
て
配
水
の
上
に
区
域
別
に
よ
る
差

異
が
生
じ
て
三
田
池
懸
り
へ
の
加
入
の
新
細
が
其
の
儘
引
水
権
の
差

と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
池
の
地
元
と
も
称
す
べ
き
濫
獲
と
、

瀦
家
。
龍
川
に
属
す
る
村
落
と
の
聞
に
、
6
一
水
権
の
強
弱
の
甚
し
い

網
違
を
生
ん
で
い
る
原
因
で
あ
る
．

　
慶
長
十
七
年
半
真
性
の
完
成
し
た
直
後
か
ら
此
の
池
に
は
三
個
の

ユ
ル揺
（
樋
水
門
）
が
あ
っ
た
。
本
郷
・
北
大
揺
・
束
揺
が
之
で
あ
る
。

恐
ら
く
後
に
も
そ
う
で
あ
る
様
に
、
三
個
の
揺
の
設
け
ら
れ
た
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
σ

は
灌
概
区
域
が
東
西
に
互
っ
で
広
い
関
係
か
ら
、
方
角
を
異
に
す
る

各
地
域
に
同
時
に
給
水
を
行
う
必
要
に
出
で
た
も
の
で
あ
ら
う
。
従

っ
て
村
々
へ
の
配
水
の
割
合
は
各
揺
毎
に
定
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。

然
し
慶
長
か
ら
安
政
に
至
る
迄
の
闇
の
此
の
事
情
は
北
・
東
の
両
町

に
就
い
て
は
何
等
の
記
載
が
な
く
唯
本
揺
に
就
い
て
の
み
明
ら
か
で

あ
る
。
唯
恐
ら
く
は
本
揺
以
外
の
二
本
に
於
て
も
本
四
と
略
々
同
様

の
基
…
準
に
よ
っ
て
配
水
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
察
が
可
能

で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
即
ち
本
揺
の
配
水
に
就
い
て
は
次
の
如
く
記

さ
れ
て
い
る
。

　
右
七
ケ
村
（
与
北
・
建
徳
・
三
条
。
柞
原
・
金
蔵
寺
・
郡
．
家
・
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
り
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
あ
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ゆ
　
　
　
カ
　
　
　
や
　
　
　
り

　
田
）
順
番
に
水
組
致
し
下
働
の
水
半
分
与
北
村
半
分
は
外
村
女
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
わ
　
　
わ
　
　
も
　
　
コ

　
毎
口
分
ケ
遣
し
可
申
算
勘
極
め
御
座
候
外
村
々
半
分
水
二
ヶ
村
二

　
う
　
　
　
う
　
　
　
む
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ

　
分
け
順
番
に
一
鼻
翼
三
日
○
廻
取
申
候
　
与
北
村
は
毎
蘇
半
分
宛

　
　
　
⑭

　
取
申
候

　
千
六
百
石
の
水
懸
り
高
を
も
つ
与
北
が
本
玉
か
ら
濁
る
全
水
量
の

半
量
を
毎
研
6
1
き
得
る
の
に
対
し
て
、
他
の
六
ケ
村
三
千
石
の
高
を

竜
つ
区
域
は
与
北
一
村
と
同
量
の
半
分
水
で
あ
り
、
そ
れ
を
六
分
し

て
団
回
田
吋
に
…
引
灌
す
る
窟
軍
は
一
村
へ
の
馴
剛
腹
水
且
里
を
A
氷
り
に
も
少
量
に
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す
る
故
か
、
二
ヶ
村
里
三
組
と
な
し
、
一
組
百
、
三
貝
を
週
期
と

し
て
一
日
宛
引
思
し
得
る
番
水
制
を
以
て
配
水
し
た
事
情
が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　
叢
に
於
て
改
め
て
注
目
に
値
す
る
の
は
与
北
の
著
し
い
有
利
と
他

六
ケ
村
の
劣
弱
な
地
位
と
で
あ
っ
て
、
買
田
池
出
現
の
初
か
ら
輝
北

が
特
に
池
の
利
用
に
就
い
て
優
先
的
特
・
権
を
有
し
て
い
た
事
実
ぞ
あ

る
。
省
年
代
の
記
載
を
欠
く
が
安
政
七
年
以
前
の
編
と
察
せ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

「
那
珂
郡
村
曽
池
記
録
」
に
は
買
墨
池
の
項
に
次
の
如
く
記
さ
れ
て

い
る
。

　
　
水
掛
高
　
千
五
百
三
十
六
石
塁
斗
一
升
四
合

　
　
　
膚
の
外
　
木
徳
村
＝
7
粂
村
原
田
村
金
蔵
寺
村

　
　
　
　
　
　
　
柞
原
村
郡
家
村

　
　
此
六
ヶ
阿
仁
腹
付
水
晶
導
水
置
分
水
仕
来

　
　
　
取
高
辻
千
五
百
石
余

　
　
　
　
以
上
三
千
石
思
掛
辻

　
　
右
村
女
寺
力
水
遣
来
働
掛
と
も
水
掛
高
郷
相
究
不
申
候

　
回
田
池
は
与
北
村
へ
の
配
水
が
根
本
で
他
の
六
ケ
村
へ
は
残
煙
を

分
ち
与
え
る
も
の
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
事
を
明
記
し
た
も
の
と
解
し

　
　
　
　
溜
池
瀧
灘
に
於
け
る
用
水
分
配
と
農
村
祉
会
（
薯
多
村
）

得
る
で
あ
ら
て
う
。
諏
訪
谷
池
が
学
田
池
に
拡
張
せ
ら
れ
て
池
自
営
の

規
模
は
面
爵
を
一
新
し
、
池
懸
り
も
与
北
以
外
の
六
ケ
村
を
新
に
加

え
た
も
の
の
、
諏
訪
谷
池
以
来
の
地
元
の
引
水
権
の
伝
統
が
強
く
、

買
田
池
は
恰
も
与
北
村
の
池
で
他
村
は
其
の
用
水
の
分
配
に
恩
恵
的

に
鍛
パ
リ
得
る
に
過
ぎ
な
い
か
の
様
な
形
勢
が
此
の
時
以
来
既
に
形
成

せ
ら
れ
て
い
る
事
実
は
重
要
で
あ
る
。
配
水
量
に
桐
聾
し
て
池
入
用

の
負
担
も
な
さ
れ
て
い
る
。
弁
手
（
用
水
路
）
の
発
議
へ
及
び
池
の

宮
（
堤
上
に
あ
り
）
の
修
覆
に
要
す
る
費
用
は
六
ケ
村
の
負
担
で
あ

り
、
其
の
他
の
費
用
一
切
は
与
北
が
6
1
請
け
る
事
と
な
っ
て
い
る
。

与
北
の
負
担
の
特
に
重
い
理
由
は
池
水
を
余
計
に
取
る
か
ら
と
な
っ

て
い
る
。
叉
池
水
の
分
配
に
当
っ
て
の
層
々
の
順
番
の
決
定
は
大
庄

屋
の
掌
る
所
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
大
庄
屋
の
許
ま
で
申
幽
る
に
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ば
ず
与
北
村
庄
歴
の
一
存
で
支
配
せ
ら
れ
る
事
に
改
っ
て
い
る
。
与

北
が
賢
田
池
の
支
配
管
理
権
を
掌
握
し
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
安
政
七
年
の
底
掘
・
嵩
上
の
実
施
後
に
於
け
る
池
の
形
態
、
配
水

機
構
は
其
の
儘
現
在
迄
持
越
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
先
ず
形
態

上
の
変
化
は
池
の
上
手
に
「
内
池
」
と
称
す
る
小
池
が
増
築
せ
ら
れ
、

内
池
の
堤
は
本
池
の
満
水
時
に
は
水
亭
下
コ
ー
三
尺
に
没
し
去
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
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溜
池
瀧
灌
に
於
悸
る
用
水
分
配
と
機
村
社
套
（
喜
多
村
）

一
続
き
の
水
颪
と
な
る
が
、
減
水
す
る
に
従
っ
て
別
個
の
池
た
る
形

を
示
す
様
に
な
る
。
　
「
内
池
」
の
機
能
に
就
い
て
は
後
述
す
る
。

　
池
に
は
構
図
の
如
ぐ
四
つ
の
揺
が
あ
る
。
然
し
其
等
の
中
配
水
の

基
準
と
な
る
の
は
北
大
事
で
慶
長
か
ら
安
政
に
至
る
闇
の
本
揺
に
比

し
得
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
初
揺
抜
き
は
六
旦
一
十
口
前
後
に
な
っ

て
い
る
。
此
の
賢
池
懸
b
！
惣
代
は
豊
田
の
堤
上
に
上
っ
て
麦
田
の
苅

取
の
状
況
を
観
望
し
、
最
早
田
植
水
を
流
し
て
適
当
の
時
期
と
判
断

す
れ
ば
愈
々
揺
を
抜
い
て
配
水
を
開
始
す
る
。
上
鞍
は
北
大
揺
よ
り

も
一
a
早
く
、
竹
揺
は
爽
に
一
口
早
い
。

　
か
く
し
て
北
大
揺
・
上
高
の
水
は
先
ず
与
北
村
地
内
の
「
爾
写

場
し
と
称
す
る
、
元
来
の
本
掛
り
で
あ
り
、
諏
訪
谷
池
の
時
代
か
ら

そ
の
二
本
の
揺
に
よ
っ
て
灌
漸
せ
ら
れ
来
っ
て
い
る
区
域
で
約
四
日

闇
、
両
免
場
を
終
え
て
翼
に
与
北
の
両
端
に
近
い
京
田
・
酉
村
に
流

さ
れ
て
田
植
が
行
わ
れ
る
。
叢
論
買
置
の
水
が
京
田
。
西
村
へ
廻
っ

て
来
る
頃
に
は
輔
濃
池
水
が
耀
く
筈
で
あ
っ
て
、
蒲
田
池
の
水
を
国

穂
に
使
用
す
る
の
は
与
北
村
の
み
で
、
郡
家
・
龍
川
は
勿
論
利
用
し

得
ず
、
更
に
極
言
す
れ
ば
与
北
村
の
中
で
も
主
と
し
て
商
免
場
の
み

が
完
全
に
閏
営
倉
を
買
田
池
に
仰
ぐ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
田
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柵
工

が
了
れ
ば
揺
は
閉
鎖
せ
ら
れ
て
配
水
は
一
旦
中
止
と
な
る
。

　
稲
の
生
育
遠
聞
中
の
配
水
は
海
水
配
水
で
、
其
の
実
施
の
時
期
如

何
は
年
々
の
状
況
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
が
、
事
実
其
の
実
権
は

与
北
の
藤
壷
場
か
ら
出
　
る
慣
習
に
な
っ
て
い
る
池
懸
り
惣
代
の
判
断

に
あ
り
、
番
水
霧
始
期
が
決
定
す
れ
ば
関
係
村
六
に
通
逮
せ
ら
れ
る

の
み
で
、
他
村
は
冠
水
開
始
期
決
定
の
協
議
に
は
与
夢
得
な
い
。
番

水
蘂
の
馬
は
次
の
如
く
で
あ
る
・

1
　
初
口
よ
り
口
数
囚
訓
言

2
．
五
濤
目

3
。
六
濤
目

4
．
七
潤
目

5
．
八
欝
園

6
．
九
口
目

与
北
村

郡
．
家
村

三
条
無

言
金
毘
羅
社
領

郡
家
村
ノ
内
早
智
島

　
（
柞
原
マ
ン
）

（
彫
樋
与
北
ノ
内
）

　
九
欝
を
以
て
一
順
す
る
規
定
で
引
続
き
酒
水
を
継
続
す
る
場
合
に

は
十
日
蔭
か
ら
叉
同
じ
順
序
を
繰
返
す
。
但
し
村
毎
の
配
水
時
間
は

昼
夜
で
は
な
く
、
日
嵩
か
ら
口
叩
迄
と
な
っ
て
い
る
が
郡
家
村
の
番

の
日
の
み
は
特
に
午
后
十
時
迄
と
な
っ
て
い
る
。
夜
闇
の
配
水
を
行

わ
な
い
の
は
暗
夜
に
行
わ
れ
易
い
水
路
の
途
中
に
於
け
る
盗
水
を
防
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ぎ
、
流
末
に
近
い
村
の
利
益
を
保
護
す
る
為
で
あ
る
と
い
う
。

　
西
大
揺
は
万
延
年
間
と
伝
え
る
新
設
の
揺
で
、
撃
抜
き
は
前
述
の

北
大
揺
と
同
時
に
行
わ
れ
る
。
此
の
揺
が
遅
れ
て
新
設
せ
ら
れ
た
所

以
は
、
北
大
揺
。
上
質
の
み
で
は
買
田
池
水
の
届
き
難
い
、
池
の
西

北
部
の
村
た
へ
の
配
水
の
為
で
あ
る
。
其
の
開
閉
は
北
大
揺
と
等
し

く
一
両
出
場
の
協
議
に
侯
つ
。
生
育
響
岩
中
の
番
水
配
水
の
順
序
は
次

の
如
く
で
あ
る
。

1
　
初
口
よ
り
三
田
闇

2
．
園
畳
目

3
．
五
霞
目

4
。
六
打
目
。
七
雪
目

5
。
八
臼
目

6
．
九
冒
目

京
田
・
西
村
（
与
北
の
内
）

上
靴
照
∵
下
新
…
開
（
与
北
の
内
）

木
徳
・
上
田

西
原
（
与
北
の
内
）

西
村
・
京
田
（
江
北
の
内
）

（金

s
c
（
浜
北
の
内
）

　
降
雨
を
見
る
迄
右
の
順
序
で
繰
返
さ
れ
る
。

　
上
盤
・
竹
揺
は
初
揺
抜
以
後
は
緋
作
者
の
自
由
に
任
せ
ら
れ
て
居

り
抜
き
次
第
で
あ
る
。
北
大
揺
に
し
て
も
西
大
聖
に
し
て
も
地
懸
り

惣
代
の
協
議
を
侯
っ
て
揺
抜
き
や
番
水
が
行
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、

此
の
二
つ
の
揺
で
は
上
述
の
如
く
自
由
に
扱
い
得
る
点
が
他
と
著
し

　
　
　
　
溜
池
渦
灘
に
於
け
る
用
水
分
蹴
と
擬
村
祉
会
（
婁
多
村
）

く
異
っ
て
い
る
。
連
研
抜
き
放
つ
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
降
雨
を
見
・

れ
ば
閉
鎖
す
る
。
上
船
。
竹
揺
の
抜
放
ち
自
由
の
特
権
の
由
来
は
、

此
の
二
つ
の
揺
の
灌
概
区
域
が
是
亦
諏
訪
谷
池
以
来
の
灌
概
区
域
で

あ
り
、
諏
訪
谷
池
が
買
受
池
に
な
っ
て
後
に
加
つ
た
区
域
が
霊
水
配

水
を
行
っ
て
い
て
も
、
古
く
か
ら
の
諏
訪
谷
池
懸
り
は
新
し
く
増
加

し
た
買
田
の
貯
水
量
以
外
に
、
旧
の
諏
訪
谷
池
分
だ
け
の
水
量
は
自

由
に
引
灌
し
得
る
権
利
を
保
留
し
て
、
此
の
工
つ
の
揺
の
特
殊
な
取

扱
を
生
じ
た
も
の
と
理
解
せ
ら
れ
る
。

　
揺
を
抜
く
口
が
歪
な
れ
ば
池
の
貯
水
量
は
次
第
に
減
じ
て
来
る
。
・
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3

北
大
揺
の
三
段
に
な
っ
て
い
る
糟
甲
の
一
番
下
の
櫓
の
揺
の
穴
の
上
四
　
（

尺
コ
寸
の
深
さ
に
迄
減
水
す
れ
ば
、
揺
を
閉
じ
て
放
水
を
中
止
す
る
。

そ
れ
以
下
の
水
は
之
を
『
残
し
水
』
と
称
し
、
約
百
町
歩
に
尊
い
で

以
前
は
約
二
回
、
現
在
は
一
翻
配
水
し
得
る
程
度
の
水
量
で
あ
る
。

池
底
に
土
砂
の
堆
積
し
た
結
果
、
池
底
部
の
貯
水
量
の
減
少
し
た
の

が
原
因
で
あ
る
。
猶
「
残
し
水
」
を
注
ぎ
得
る
百
町
歩
は
、
与
北
全

村
の
買
田
神
懸
り
百
八
十
五
町
歩
の
中
、
西
村
・
西
原
の
各
四
〇
町

歩
、
計
八
0
町
歩
を
除
い
た
面
積
で
、
慶
長
以
来
の
和
田
池
の
懸
り

ぞ
あ
っ
た
区
域
で
あ
る
。
慶
長
の
池
懸
り
の
説
明
に
従
え
ば
与
北
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



　
　
　
　
溜
池
概
灘
に
於
け
る
用
水
分
配
と
優
村
鮭
会
（
霧
多
村
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

で
は
『
田
高
田
よ
り
東
千
六
百
石
江
懸
り
申
候
』
と
あ
っ
て
西
原
分

三
百
石
、
酉
村
分
五
葺
五
十
石
は
一
応
別
面
を
受
け
て
い
る
。
本
掛

り
た
る
両
置
場
の
範
翻
は
之
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。

　
「
残
し
亡
し
を
引
用
し
得
る
の
は
与
北
の
中
の
約
百
町
歩
の
他
、

隣
村
郡
家
村
三
条
の
内
に
含
ま
れ
て
い
る
金
毘
羅
社
領
、
所
謂
「
御

供
闘
」
と
称
す
る
九
町
七
反
歩
の
区
域
が
あ
り
、
社
領
か
ら
池
惣
代

へ
配
水
の
申
込
が
あ
れ
ば
与
北
は
社
領
の
手
を
借
ら
ず
、
自
ら
社
領

へ
の
水
路
に
ゾ
よ
っ
て
其
の
水
を
入
れ
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ

は
既
に
汗
水
機
構
の
項
で
野
田
横
井
に
就
い
て
述
べ
た
際
に
触
れ
た

如
く
、
与
北
は
野
田
横
井
に
懸
る
水
量
が
乏
し
い
時
に
は
、
金
倉
川

を
遡
り
一
つ
上
流
の
横
、
井
た
る
鶴
田
屋
横
井
（
荒
弁
横
井
）
か
ら
の

分
水
を
要
求
し
て
、
同
横
井
を
し
て
二
幅
一
山
半
を
解
放
せ
し
め
る

特
権
を
有
し
て
い
た
が
、
之
は
一
に
此
の
金
毘
羅
社
領
へ
の
配
水
を

口
実
と
し
て
獲
得
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
而
し
て
与
北
は

悶
獄
田
池
水
を
以
て
社
領
を
養
う
代
り
に
、
野
田
横
井
か
ら
獲
た
水
を

買
田
池
に
留
め
込
み
得
た
の
で
あ
る
。
熟
田
池
懸
り
の
中
に
金
毘
羅

社
領
を
含
ん
で
い
た
事
は
、
与
北
を
盟
首
と
す
る
買
田
池
水
下
に
と

っ
て
は
頗
る
利
用
価
値
が
多
か
っ
た
。
恐
ら
く
高
畑
権
兵
衛
正
勝
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

野
田
横
井
の
創
設
に
成
功
し
た
時
に
も
利
用
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、

安
政
七
年
に
心
懸
り
が
叢
誌
の
底
掘
。
嵩
上
を
実
施
す
べ
く
、
高
松

藩
庁
に
資
金
の
融
通
方
を
願
い
、
禺
で
た
時
に
も
、
金
毘
羅
社
領
の
存

在
は
次
の
如
き
表
現
に
よ
っ
て
も
、
如
何
に
利
用
せ
ら
れ
た
か
を
ト

し
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
…
…
膚
文
三
条
村
に
而
御
寄
附
漫
遊
置
候
龍
雲
院
画
金
毘
羅
権
現

　
御
供
田
是
志
気
田
掛
り
に
廃
館
者
皐
謙
遜
虚
者
右
池
水
他
村
江
分

　
配
不
三
厩
御
供
米
而
已
重
富
来
意
申
候
　
右
様
之
訳
柄
茂
御
座
候

　
に
付
此
上
大
に
水
溜
茂
相
増
候
時
者
韻
語
照
続
雨
樋
村
々
江
配
水

　
茂
撫
来
百
姓
怯
者
勿
論
於
私
共
に
も
深
く
難
有
仕
合
に
奉
存
候
…

　
「
残
し
水
し
に
使
用
せ
ら
れ
る
段
階
に
達
し
て
、
安
政
度
に
新

に
添
加
築
造
せ
ら
れ
た
「
内
池
」
も
初
め
て
其
の
意
義
を
示
す
様
に

な
る
。
即
ち
「
残
し
水
」
が
放
出
せ
ら
れ
る
と
共
に
内
池
の
揺
が
抜

か
れ
、
そ
の
水
は
丁
田
本
池
の
池
床
申
に
掘
割
ら
れ
た
溝
筋
を
伝
っ

て
上
揺
に
縣
心
h
ソ
、
上
標
…
に
よ
っ
て
約
十
六
町
畿
少
に
贈
臨
水
せ
ら
メ
れ
る
。

．
諾
隅
免
楓
吻
百
町
歩
に
　
対
す
る
「
残
し
訂
し
の
欝
晶
と
、
上
揺
急
心
り
十
六
町

歩
に
対
す
る
内
池
の
貯
水
量
と
は
略
た
同
じ
割
合
に
当
っ
て
い
る
。

北
大
揺
・
酉
大
概
が
夫
々
三
毅
の
櫓
一
、
三
つ
の
揺
を
備
え
て
池
底
の
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貯
水
を
も
全
部
池
外
に
流
綴
せ
し
め
得
る
の
に
対
し
て
、
上
躯
は
其

の
名
の
如
く
二
段
の
櫓
椿
え
た
二
本
の
揺
を
備
え
る
に
過
ぎ
な
い
か

ら
水
位
の
低
く
な
っ
た
「
残
し
還
し
は
到
底
其
の
揺
に
乗
っ
て
来
な

い
。
然
る
に
上
組
懸
り
の
十
六
町
歩
も
、
北
火
照
か
ら
引
用
す
る
百

時
歩
と
同
等
の
引
水
権
を
有
す
る
処
か
ら
、
田
面
が
一
段
高
く
て
上

揺
に
よ
る
の
他
灌
水
し
得
な
い
十
六
町
歩
の
、
　
「
残
し
水
」
引
用
権

麹
主
張
し
得
る
賦
域
の
為
に
、
態
肉
内
池
を
築
造
し
た
の
が
真
細
で

あ
り
、
安
政
七
年
の
底
掘
・
嵩
上
げ
に
際
し
て
は
最
も
古
く
か
ら
の

灌
瀧
区
域
が
其
の
引
水
の
特
権
を
確
保
し
、
比
．
較
的
高
位
置
の
十
六

町
歩
と
、
低
位
置
の
百
時
歩
と
の
聞
の
配
水
の
均
衡
を
保
つ
為
に
特

に
築
造
し
た
の
が
内
池
の
成
因
で
あ
る
。

　
安
政
の
謡
上
げ
後
に
定
め
ら
れ
た
北
大
揺
・
西
大
戸
に
よ
る
稲
の

生
育
直
証
申
の
番
匠
配
水
の
醗
は
磁
北
以
外
の
流
末
村
々
に
も
鋸
歯

の
期
待
を
抱
か
せ
、
村
毎
、
に
新
に
配
水
規
定
を
作
成
せ
し
め
た
様
で

あ
る
。
一
例
と
し
て
木
徳
村
の
場
合
も
『
此
度
買
田
面
堤
上
ケ
溜
増

し
御
心
請
二
百
新
規
濟
再
一
続
・
濾
水
掛
り
ニ
網
成
魚
村
方
二
揺
一
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

分
九
欝
目
エ
槽
当
り
配
水
規
定
之
申
畢
』
と
あ
っ
て
、
九
日
目
毎
に
来

る
茜
大
魚
一
本
分
の
用
水
を
、
　
一
村
内
で
分
配
す
る
区
域
別
と
分
量

　
　
　
　
溜
池
灘
瀧
に
於
け
る
絹
水
分
蹴
と
農
村
祉
会
（
嵩
多
村
）

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
田
植
水
の
為
の
揺
抜
き
が
華
北
の
み
の
も
の
で
あ
り
、
其
の
後
の

必
要
に
応
じ
て
の
池
水
分
配
が
、
北
大
揺
・
西
大
揺
で
は
九
口
聞
で

一
巡
す
る
専
属
配
水
、
嚢
底
の
一
水
「
残
し
水
」
の
分
配
に
与
り
得

る
の
が
是
亦
豊
北
の
両
免
田
を
中
心
と
す
る
地
域
に
限
ら
れ
て
い
る

事
情
が
上
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
爾
免
場
に
よ
る
池
水

の
特
権
的
利
用
は
豪
だ
之
に
止
ら
な
い
。
　
「
ち
ょ
う
あ
い
水
」
の
存

在
が
之
で
あ
る
。
即
ち
両
免
場
は
池
の
下
下
で
上
流
か
ら
受
け
る
河

川
も
な
く
、
買
田
池
水
以
外
に
は
頼
る
水
源
が
無
い
か
ら
と
云
う
の

が
表
面
上
の
理
由
で
あ
る
が
、
田
確
水
の
配
水
を
終
っ
て
揺
が
再
び

閉
じ
ら
れ
た
後
、
両
免
場
の
要
求
に
応
じ
て
樋
守
（
品
番
）
は
正
式

の
番
水
配
水
に
依
ら
ず
し
て
相
当
量
の
貯
水
を
適
宣
両
免
場
内
の
必

要
個
処
に
送
水
し
て
い
る
。
事
の
秘
密
は
揺
を
完
全
に
抜
き
上
げ
な

く
て
も
、
七
穴
に
は
一
寸
内
外
の
余
裕
が
あ
り
、
揺
を
抜
き
あ
げ
な

く
て
も
多
少
揺
を
動
か
す
事
に
よ
っ
て
接
斜
面
に
空
隙
を
生
じ
、
相

婁
調
量
…
の
水
を
放
出
し
川
得
る
の
。
て
あ
る
。
紹
和
訓
十
六
年
八
月
七
研
の

見
分
に
よ
れ
ば
、
本
年
度
は
田
植
水
（
荒
張
水
）
を
署
し
て
一
旦
揺

を
止
め
て
後
、
未
だ
一
度
も
番
水
配
水
を
行
っ
て
い
な
い
に
も
拘
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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溜
池
灘
慨
に
於
け
る
灘
水
分
配
と
醗
轡
祉
会
（
婁
夢
村
）

ず
、
池
水
は
既
に
％
以
上
或
は
半
近
く
を
滅
じ
て
い
る
。
郡
家
・
木

徳
は
未
だ
一
花
の
配
水
に
も
与
っ
て
い
な
い
糧
に
池
水
は
両
着
場
を

主
と
す
る
地
域
の
消
費
に
よ
っ
て
上
述
の
如
く
減
少
し
、
而
竜
揺
穴

か
ら
は
素
人
圏
に
は
揺
抜
き
を
行
い
つ
つ
あ
る
が
に
も
思
わ
れ
る
水

量
が
流
れ
出
し
つ
つ
あ
り
、
之
が
前
述
の
「
ち
ょ
う
あ
い
水
」
を
取

り
つ
つ
あ
る
実
況
で
あ
る
。
配
水
機
構
に
於
け
る
一
特
殊
事
実
で
あ

る
と
共
に
、
費
罵
負
担
の
問
題
と
竜
関
連
し
て
、
与
北
以
外
の
池
懸

り
晶
々
が
不
合
理
と
し
、
納
得
し
難
し
と
す
る
所
以
の
も
の
で
竜
あ

る
。
熟
考
を
要
す
る
問
題
で
は
あ
る
が
次
節
に
於
て
再
び
多
少
触
れ

る
で
あ
ろ
う
。

　
慶
長
十
七
年
以
来
七
ケ
村
で
あ
っ
た
池
懸
り
は
明
治
五
年
以
後
六

　
　
　
　
　
ク
　
ハ
ラ

ヶ
村
と
な
り
柞
原
村
の
名
が
池
懸
り
か
ら
消
え
去
っ
て
い
る
コ
然
し

現
実
の
池
懸
り
と
し
て
の
厳
原
は
自
ら
の
税
退
に
よ
っ
て
退
い
た
が
、

嘗
っ
て
こ
の
妖
雲
の
持
分
で
あ
る
配
水
を
受
け
得
る
権
一
引
水
権
一

は
満
…
滅
せ
ず
「
豊
原
マ
ン
（
番
P
）
」
の
名
を
以
て
現
在
で
は
三
条
村

の
中
で
あ
る
久
留
島
（
小
字
名
）
の
肩
替
り
す
る
所
と
な
っ
て
い
る
。

即
ち
三
条
村
は
毒
水
に
際
し
て
は
三
条
村
戦
乱
の
引
水
権
と
共
に
、

前
述
の
金
毘
羅
社
領
へ
の
一
日
分
、
及
び
久
留
島
が
柞
原
か
ら
譲
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

せ
ら
れ
て
有
つ
柞
原
マ
ン
｝
諸
分
を
併
せ
有
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。

　
柞
原
村
が
欝
欝
池
懸
り
を
脱
す
る
に
至
っ
た
の
は
明
治
五
年
の
こ

と
で
、
此
の
年
の
皐
魅
に
最
流
末
の
柞
原
は
水
不
足
に
苦
し
ん
で
与

北
に
分
水
を
乞
う
た
が
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
而
も
未
だ
弓
田
池
に

は
「
残
し
短
し
が
溜
っ
て
い
た
。
彼
是
比
較
観
察
し
て
憤
激
に
堪
え

得
な
か
っ
た
柞
原
村
の
庄
歴
篠
原
欝
欝
信
義
は
遂
に
自
ら
池
の
揺
に

手
を
懸
け
て
池
水
を
引
出
し
た
が
、
与
北
の
中
で
あ
る
宮
ノ
前
・
角

の
村
人
と
の
闇
に
争
を
生
じ
、
柞
．
原
の
庄
量
に
暴
力
を
振
っ
た
与
北

側
の
二
人
の
農
民
は
国
外
迫
放
と
な
り
、
柞
原
庄
屋
は
政
所
を
被
免

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
以
後
柞
原
が
霞
ら
の
番
水
の
当
り
日
に
引
水

に
赴
い
て
も
水
が
下
ら
な
く
な
り
、
遂
に
餅
原
は
池
懸
り
を
脱
し
て

其
の
持
分
を
久
留
鳥
が
譲
り
受
け
た
も
の
が
柞
原
マ
ン
で
あ
る
。
前

述
の
事
件
を
買
三
池
騒
動
と
呼
ぶ
。
此
の
様
な
事
件
の
中
に
も
村
の

持
分
と
七
て
の
引
水
権
で
あ
り
な
が
ら
有
力
な
個
人
の
力
に
よ
っ
て

動
か
さ
れ
易
く
、
叉
私
有
権
の
対
象
で
あ
る
か
の
如
く
取
扱
わ
れ
た

用
水
の
性
格
の
一
端
を
窺
い
得
る
。

　
三
条
村
も
明
治
六
年
か
ら
九
年
迄
買
田
懸
り
を
脱
退
し
て
い
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

此
の
年
再
び
脱
退
期
間
中
の
入
費
を
納
入
す
る
事
を
条
件
に
再
加
入
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し
て
い
る
。
蘇
…
藩
体
制
の
崩
壊
に
伴
う
鞭
薪
し
い
政
治
惰
勢
の
理
則
霞
と
、

三
習
年
に
近
い
伝
就
を
も
つ
池
懸
り
と
は
云
え
、
次
項
に
述
べ
ん
と

す
る
配
水
や
池
懸
り
費
用
の
負
担
問
題
に
対
し
て
村
為
の
不
平
が
墨

積
し
、
遂
に
柞
原
村
の
如
き
事
態
や
之
に
・
近
い
事
惰
を
も
生
じ
て
池

懸
り
の
中
に
動
揺
を
生
じ
て
い
た
事
を
示
し
て
い
る
。

　
上
述
の
配
水
機
構
を
通
し
て
村
べ
に
配
ら
れ
た
用
水
は
、
叉
其
の

村
内
に
於
て
は
承
利
係
の
手
に
よ
っ
て
、
各
農
博
の
耕
作
二
七
の
大

小
に
比
例
す
る
、
分
水
点
の
分
木
の
輻
に
よ
っ
て
夫
々
の
欧
田
に
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

分
せ
ら
れ
て
い
る
事
、
与
北
趨
の
内
で
あ
る
西
村
の
如
く
で
あ
る
。

配
水
が
個
々
の
村
に
行
渡
っ
て
後
、
そ
れ
が
村
の
特
殊
事
惰
と
相
二

つ
と
如
何
な
る
有
利
と
不
剥
、
不
乱
理
性
、
困
難
性
を
生
じ
現
実
の

水
利
の
上
に
如
何
な
る
問
題
を
生
じ
て
い
る
か
は
次
項
に
於
て
取
扱

う
で
あ
ろ
う
。

stw　g｝　＠　dy　＠＠

龍
川
村
木
徳
　
津
嘉
利
太
郎
疑
要
脚
｝
冨

与
北
糧
役
場
蔵

回
に
岡
じ

苓
北
村
役
一
切
文
勢
獄
　
明
執
綱
や
肩
山
ハ
月
二
三
「
川
貝
田
池
癖
旭
欝
蝿
鍋
」

鋤
こ
混
じ

龍
川
村
木
徳
　
松
浦
清
一
年
所
回
文
壽

　
溜
池
灘
灘
に
於
け
る
掲
水
分
醐
と
農
村
襲
駅
（
欝
夢
尉
）

⑭
　
与
北
村
役
場
文
嘗

⑤
　
与
北
村
購
村
宮
田
民
所
蔵
「
与
北
藤
村
野
水
寸
割
台
帳
」

　
　
　
響
、
麗
画
引
鍛
と
用
承
｛
畢
情
と
の
閣
連

　
池
懸
り
の
費
用
負
担
は
池
下
穴
ケ
村
の
村
高
脅
計
八
八
○
○
黒
黒

を
基
準
に
、
之
を
八
八
○
○
箇
と
称
し
、
各
村
は
其
村
高
に
相
当
す

る
箇
数
を
以
て
負
担
す
る
。
即
ち

　　　原木
計　田

郡与

・載録家鼠金
蔵
響・

四
三
六
七
石

二
〇
蝋
○
石
余

】
○
〇
盤
石
余

　
七
〇
切
石
余

　
七
〇
七
石
余

八
八
O
O
石

原
田
。
金
蔵
寺
に
就
b
・
は
金
蔵
寺
は
盈
蚤
と
呼
ぶ
区
域
の

ヨ
。
四
町
歩
が
、
原
田
は
濯
ノ
内
し
の
　
　
三
ハ
町
歩
が
貿
雲
水
を

引
き
得
る
に
巡
ぎ
ず
、
実
際
の
配
水
と
し
て
は
原
田
は
北
大
揺
か
ら

九
呂
懸
　
に
一
伺
の
配
水
当
a
儒
半
分
宛
の
水
を
、
金
蔵
寺
は
爾
穴
揺

か
ら
開
じ
揺
半
分
氷
を
受
け
る
か
ら
二
ヶ
村
の
受
水
量
の
合
計
は
揺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
嶋
七
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演
灘
灘
瀧
に
於
け
る
用
水
分
醗
と
農
腫
鮭
蛮
（
翼
夢
村
）

　
　
三
水
一
呑
の
本
徳
村
の
量
と
等
し
い
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
両
村

の
〃
箕
細
垣
は
∴
不
繍
ゆ
と
厨
　
額
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
〃
蒋
に
虻
撫
き
、
解
入
水

璽
櫃
の
石
高
と
し
て
は
、
勿
論
木
徳
の
七
〇
七
石
よ
り
も
蓬
か
に
少

な
い
一
〇
〇
石
内
外
に
し
か
賦
し
な
い
で
あ
ろ
う
の
に
、
　
（
西
村
の

受
水
面
積
合
計
て
町
歩
）
木
徳
並
の
七
〇
七
石
分
を
負
担
す
る
事
に

　
　
　
　
⑩

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
費
粥
負
担
の
割
禽
は
形
式
的
に
も
理
解
し
易
い
石
高
墓
準
に
よ
っ

て
覇
然
と
定
っ
て
い
る
が
、
之
を
用
水
分
配
の
実
梼
及
び
こ
れ
が
村

々
に
及
す
過
不
足
の
状
態
と
比
較
考
量
す
る
時
此
処
に
様
々
の
闇
、
題

が
生
じ
、
扇
田
池
の
創
設
以
来
「
与
北
の
請
田
優
し
と
称
し
得
る
程

の
卓
越
的
地
位
を
有
し
た
与
北
に
対
し
て
、
粥
．
家
・
龍
川
両
分
に
含

．
ま
れ
る
益
々
の
困
難
と
閥
題
を
毯
蔵
し
て
い
る
。
以
下
是
等
の
諸
点

に
関
し
て
述
べ
る
。
　
　
　
　
　
－

　
1
。
満
濃
の
初
揺
抜
は
六
月
二
十
口
で
、
王
流
か
ら
順
次
に
田
穂

を
実
施
し
、
磁
北
以
北
に
達
す
る
頃
「
に
は
七
月
に
入
っ
て
い
る
。
従

っ
て
満
濃
池
下
で
も
流
末
は
越
畑
抜
の
時
期
の
繰
上
げ
を
希
望
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
既
述
の
如
く
両
甲
圓
（
免
）
場
を
主
と
す
る

与
北
村
の
田
植
水
に
利
絹
す
る
幸
田
池
の
水
は
、
既
に
田
植
だ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

貯
水
の
七
－
八
○
％
を
消
費
す
る
懲
で
あ
9
、
熟
田
池
よ
り
も
北
、

騎
濃
懸
り
と
し
て
は
よ
9
流
末
の
護
身
や
菊
川
で
は
噛
殉
濃
水
の
始
れ

来
る
博
期
を
待
っ
て
い
て
は
田
富
期
が
遅
れ
る
か
ら
、
田
植
は
何
れ

も
自
村
の
領
域
内
に
あ
る
諸
溜
池
の
水
を
以
て
し
、
”
冥
の
為
に
是
等

の
池
の
水
は
晦
［
田
植
水
の
供
給
の
み
で
殆
ん
ど
蕩
尽
し
去
る
。
郡
家

村
で
は
稲
の
金
生
育
期
間
中
の
用
水
の
補
給
…
の
為
に
は
溜
池
三
杯
分

の
貯
氷
を
要
す
る
と
い
う
。
無
漏
以
北
で
は
田
植
の
終
了
し
た
頃
に

満
濃
の
水
が
罫
諮
す
る
。
従
っ
て
買
田
池
の
み
に
依
存
し
得
な
い
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
以
外
の
村
々
で
は
、
満
濃
池
水
と
、
田
植
に
費
消
し
た
村
々
所
在

の
溜
池
に
、
爾
後
の
降
雨
を
待
ち
、
上
流
か
ら
流
下
す
る
雨
水
を
引

き
込
ん
で
池
に
溜
め
込
む
所
謂
客
水
と
の
両
者
に
依
存
す
る
の
で
あ

る
が
、
落
水
を
行
う
為
に
は
莫
大
疫
費
用
の
負
担
に
堪
え
淡
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
郡
蒙
村
の
例
を
採
っ
て
此
の
癖
祷
を
考
察
す
る
。

　
勿
論
客
水
は
降
一
廓
の
あ
っ
た
蒔
に
臨
蒔
に
引
水
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
引
水
の
道
筋
は
自
ら
定
っ
て
い
る
か
ら
、
…
関
係
上
流
筋
に
は
前

以
て
依
頼
を
な
し
お
き
、
半
夏
に
は
酒
～
斗
。
素
麺
一
質
目
位
を
贈

る
。
撮
亡
命
実
施
の
際
に
は
上
流
水
路
の
股
（
分
水
点
）
犠
．
に
六
t

九
人
の
、
股
の
所
在
す
る
村
か
ら
の
人
夫
を
傭
い
、
而
も
股
の
数
が
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多
い
か
ら
桝
池
の
場
合
に
は
一
口
七
十
入
山
の
入
夫
賃
と
な
り
、
而

も
，
賄
付
で
通
常
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
丸
コ
昼
夜
客

水
を
行
っ
て
も
貯
水
の
増
加
は
二
尺
位
で
、
負
担
の
重
さ
に
比
し
て

効
果
は
甚
だ
荷
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
池
水
は
三
臼
以
上

連
続
し
て
行
う
事
は
稀
で
以
後
は
寒
水
の
場
合
の
如
く
細
長
く
徐
々

に
溜
込
む
。

　
宝
島
寺
池
で
は
湛
水
に
際
し
て
「
水
会
所
」
を
設
け
池
懸
り
の
村

か
ら
曾
爾
が
轟
て
其
の
期
間
中
此
処
に
詰
切
る
。
譜
代
は
引
水
す
る

水
路
の
完
成
を
待
っ
て
上
流
の
股
た
に
威
儀
を
正
し
て
挨
拶
廻
道
を

な
し
、
此
の
場
合
も
一
日
七
十
人
位
の
人
夫
を
使
期
す
る
。
昭
和
二

十
一
年
の
例
の
如
く
七
口
間
も
散
水
を
継
続
し
た
事
亀
あ
る
。
以
上

の
山
水
の
実
施
に
要
す
る
禮
接
的
経
費
の
他
、
上
流
部
の
村
に
対
し

て
は
平
素
か
ら
の
投
資
が
必
要
で
あ
る
。
上
流
股
六
の
工
事
に
断
る

入
女
（
習
慣
的
に
情
話
は
打
っ
て
い
る
）
を
花
見
・
海
水
浴
等
に
招

待
し
、
或
は
上
流
村
が
水
路
の
工
事
を
行
う
に
際
し
て
は
、
そ
れ
が

仮
令
満
濃
の
工
事
費
を
以
て
行
わ
れ
る
時
に
さ
え
、
郡
家
は
完
成
祝

と
し
て
工
事
費
の
幾
分
の
負
担
を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
る
。
甚
だ
し
い

場
之
は
昭
和
二
十
六
年
度
に
は
屠
る
池
の
一
難
の
聖
水
に
十
二
万
円

　
　
　
　
溜
池
灘
概
に
於
け
る
絹
水
分
醗
と
縫
村
鮭
会
（
騨
多
村
）

を
費
し
て
い
る
程
で
あ
る
。

　
2
。
仕
付
水
（
田
植
水
）
に
海
田
池
水
を
使
用
す
る
の
は
与
北
に

限
り
、
郡
．
家
・
三
条
。
木
徳
。
原
田
・
金
蔵
寺
は
此
の
際
の
引
水
に

与
り
得
な
い
事
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
池
の
経
費
負
担
が
引
水
区

域
の
石
高
割
に
な
っ
て
い
る
事
倍
か
ら
す
れ
ば
、
詳
論
池
の
創
設
以

来
、
与
北
以
外
の
村
は
与
北
の
余
水
を
分
配
せ
ら
れ
る
如
き
慣
習
と

な
っ
て
い
た
に
し
て
も
、
下
流
側
と
し
て
は
忍
び
得
ざ
る
処
で
あ
る
。

而
し
て
生
育
詳
聞
中
の
配
水
（
九
a
甘
茶
に
一
巡
す
る
番
水
配
水
）

も
〃
ク
い
年
で
四
聖
［
、
志
人
抵
一
一
一
一
二
翻
で
、
　
昭
【
和
二
十
六
年
竜
八
月
十

童
a
迄
に
は
未
だ
一
鷹
も
配
水
が
な
く
（
池
の
貯
水
は
与
北
の
仕
付

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
め
　
　
へ
　
　
む
　
　
へ

水
、
其
の
後
の
ち
ょ
う
あ
い
水
の
放
出
に
よ
っ
て
既
に
三
分
の
一
以

上
減
水
し
て
い
る
）
昭
和
二
十
三
、
二
十
四
、
一
一
十
五
の
三
年
問
は

寛
に
一
度
も
番
水
配
水
を
取
っ
て
い
な
い
と
言
う
。
斯
る
状
態
で
郡

家
・
．
寵
川
に
属
す
る
村
々
が
野
禽
の
四
三
六
七
石
蔵
に
勝
る
四
四
三

三
性
分
を
負
担
せ
ざ
る
を
得
な
い
処
に
問
題
が
生
ず
る
訳
で
、
此
の

点
に
就
い
て
は
更
に
後
に
触
れ
る
が
、
斯
る
事
箭
の
為
．
か
郡
家
村
内

に
は
買
七
海
費
用
の
不
払
同
盟
の
組
織
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
声
を
聞
く
。

但
し
郡
家
側
に
覧
て
も
田
田
池
水
を
引
け
ば
引
水
費
を
多
額
に
要
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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漕
池
擁
渦
に
於
け
る
用
水
分
配
と
駿
麓
鮭
会
（
鰐
多
村
）

流
下
す
る
実
際
の
水
量
と
比
較
し
て
余
り
有
利
で
な
い
と
判
断
す
れ

ば
山
な
・
念
。
へ
く
留
訊
剛
羽
撃
を
噌
引
水
し
・
な
い
方
針
を
｝
裸
っ
て
い
ワ
の
融
畢
。
も
、
　
近

年
買
田
水
が
事
実
上
配
水
せ
ら
れ
て
い
な
い
事
の
一
因
を
も
な
し
て

い
る
。
か
く
て
都
家
側
の
表
現
に
従
え
ば
「
与
北
が
少
量
の
水
を
下

す
の
は
池
懸
り
か
ら
費
用
を
徴
収
す
る
為
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
」
と

云
う
如
き
関
係
と
な
り
、
三
百
余
磁
、
間
継
続
し
た
買
田
無
懸
り
の
組

織
も
次
第
に
形
骸
化
し
つ
つ
あ
り
、
与
北
以
外
の
漸
く
池
懸
り
か
ら

脱
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
形
勢
を
齎
取
し
得
る
で
あ
ら
う
。
但
し
斯
る

2010石

　　郡

　　回

護添ノ”
　メ
細。和

事三水の懸る地域

勢柞原マン
勿
諺

Z

〔久

ｯ
島
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

流
末
の
強
腰
は
、
現
に
進
行
つ
つ
あ
る
満
濃
の
貯
水
量
の
五
〇
％
増

擁
の
為
の
、
従
来
の
堤
防
の
外
側
に
新
に
建
設
せ
ら
れ
つ
つ
堤
防
工

事
が
半
以
上
成
功
の
姿
を
示
し
つ
つ
あ
る
事
情
竜
強
力
に
働
い
て
い

る
。　
3
、
郵
家
村
を
例
に
と
れ
ば
津
田
池
に
よ
る
灌
概
実
面
積
と
負
担

と
の
関
係
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
郡
家
は
二
〇
一
〇
贋
分
の
負
担
を
為
し
つ
つ
、
現
実
に
買
田
水
の

懸
る
の
は
南
端
（
与
北
に
近
い
）
の
小
字
下
所
（
ゲ
シ
ヨ
）
・
立
ノ

外
（
タ
ツ
ノ
ソ
ト
）
の
み
で
其
の
灌
漉
面
積
倉
計
は
約
一
〇
町
歩
、

其
の
他
の
部
分
は
宝
帳
寺
其
他
の
村
内
の
池
や
満
濃
水
の
み
に
頼
る
。

新
る
事
情
に
あ
り
な
が
ら
二
〇
一
〇
石
分
の
負
担
を
甘
受
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
の
が
郡
蒙
（
大
字
）
の
最
も
不
合
理
と
な
す
所
以
で
あ
る
。

　
叉
三
条
に
於
て
は
其
の
中
に
含
ま
れ
る
社
領
九
・
七
町
歩
、
柞
原

マ
ン
の
氷
を
亨
け
る
久
留
島
六
一
町
歩
の
他
、
三
条
一
円
が
丁
田
水

を
受
け
る
筈
に
は
成
っ
て
い
一
る
が
、
嘉
実
は
三
条
全
村
の
三
分
の
一

位
に
懸
る
に
過
ぎ
な
い
。
斯
る
点
に
郭
家
村
が
機
会
だ
に
与
え
ら
れ

れ
ば
池
懸
り
を
脱
せ
ん
と
す
る
原
因
が
あ
る
。

　
4
．
番
水
の
配
水
は
昼
閤
が
原
則
で
夜
間
は
放
水
し
な
い
。
即
ち
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日
の
嵩
か
ら
日
没
迄
が
放
水
の
時
間
で
あ
ρ
、
明
治
十
年
六
月
一
一
H

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
「
買
上
池
水
掛
規
則
」
に
竜
次
の
如
く
あ
る
。

　
揺
抜
刻
限
之
義
甲
鳳
の
出
ト
相
極
メ
与
北
村
用
掛
ノ
者
禽
其
他
水

　
弗
面
取
一
轍
村
方
は
用
…
掛
ノ
睾
畠
田
「
子
壷
恥
遇
池
処
心
立
ム
双
醐
群
遅
　
刻
ナ
ク
抜

　
放
可
申
事
、
尤
揺
指
方
／
義
ハ
H
ノ
入
り
限
り
池
壷
井
二
揺
処
見

　
守
番
立
会
揺
指
可
申
並
置

　
　
肘
相
一
夜
八
∬
仙
飲
放
候
晶
義
ハ
盤
州
み
み
牌
舌
一
［
上
面
円
北
ハ
需
潤
免
楓
吻
ノ
加
処
型
番
μ
一
日

　
　
割
ニ
シ
テ
水
行
鳳
四
兼
営
偉
脳
モ
有
山
山
窟
得
ハ
村
方
へ
由
露
出
㎞
見
㌶
分
之

　
　
上
訴
抜
放
し
可
申
事

　
但
し
郡
．
蒙
の
み
は
夜
十
時
迄
の
放
水
の
行
わ
れ
る
事
は
既
述
の
如

く
で
あ
る
が
、
日
出
。
研
没
書
．
刻
の
判
定
及
び
揺
番
が
堤
上
で
揺
に

手
を
懸
け
る
時
刻
が
日
撫
で
あ
る
か
、
差
響
を
出
る
時
刻
が
鷺
撫
で

あ
る
か
に
よ
っ
て
は
放
水
時
闇
に
絹
当
の
…
闇
き
が
あ
り
、
日
没
の
時

聞
毛
厳
守
さ
れ
ず
に
午
后
三
時
頃
と
も
な
れ
ば
揺
の
指
さ
れ
た
事
が

以
前
に
は
あ
り
、
斯
る
極
端
な
場
合
は
別
と
し
て
も
、
揺
抜
。
揺
指

の
時
刻
の
微
妙
な
る
点
は
総
て
揺
番
の
胸
の
裡
に
あ
り
、
揺
番
に
対

す
る
流
末
村
の
態
慶
如
何
が
此
の
点
に
懸
っ
て
い
る
事
に
な
る
。
流

末
村
と
し
て
は
考
慮
を
払
わ
ざ
る
を
得
な
い
点
で
あ
る
。

　
　
　
　
溜
池
灘
灘
に
於
け
る
用
水
分
椛
と
機
癬
鮭
会
（
翼
多
村
）

　
5
．
与
北
以
外
の
村
で
も
村
内
に
於
け
る
買
田
池
番
目
配
水
の
順

序
は
上
流
か
ら
順
次
に
入
れ
渡
す
事
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
順
位

の
お
そ
い
水
田
は
配
水
組
頭
内
に
水
が
当
ら
ぬ
裡
に
番
水
蒔
聞
が
終

り
、
夏
に
九
臼
の
後
を
待
た
ね
ば
な
ら
ず
、
次
回
の
配
水
も
亦
前
圏

の
順
序
で
行
わ
れ
る
か
ら
、
流
末
の
部
分
は
寛
に
一
寸
も
垂
水
配
水

に
潤
わ
ぬ
と
い
う
不
合
理
を
生
ず
る
。
但
し
若
し
全
般
に
配
水
し
て

荷
余
裕
を
生
ず
れ
ば
村
内
の
池
i
仁
池
等
に
溜
込
む
。
斯
る
不
倉

理
は
村
内
に
於
け
る
配
水
法
の
不
備
に
基
く
も
の
で
あ
る
。

　
6
．
同
じ
買
田
池
懸
り
の
中
に
在
っ
て
も
村
々
は
上
流
と
流
末
と

で
は
現
実
の
費
用
負
担
の
上
に
大
差
が
あ
り
、
流
末
で
は
買
田
引

水
。
客
水
9
満
濃
池
・
村
内
溜
池
等
に
要
す
る
用
水
費
胴
は
淘
に
莫

大
の
額
に
達
す
る
。
最
も
負
担
の
重
い
と
考
え
ら
れ
る
邪
家
村
久
留

島
（
柞
原
マ
ン
）
を
例
に
と
っ
て
其
の
反
当
用
水
費
用
の
内
訳
を
見

る
。
　
（
但
昭
和
二
十
泌
年
）

　
ヒ
晦
玉
．
、
撫
で
目
口

珊
塑
憐
磁
司
饗
月

買
田
無
費
用
（
三
条
勤
番
）

買
田
口
費
用
（
柞
原
マ
ン
）

「
踵
、
　
也

薪
酒

一
五
〇
円
（
無
熱
濃
水
下
同
額
）

二
八
円
余

四
〇
円
卵

紅
。
。
喫
瓢
自
村
態
・
も
の

鐵
一

（　141　）



　
　
　
　
溜
池
灘
瀧
に
於
け
る
堀
水
分
醗
と
農
村
祉
会
（
欝
多
村
）

　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
五
五
〇
円

　
事
実
は
反
当
六
〇
〇
円
以
上
に
達
し
て
い
る
。
之
に
比
し
て
与
北

の
場
合
は
左
の
如
し
。
　
（
反
当
）

　
満
濃
池
忌
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
円

　
与
池
村
水
利
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
円

　
（
三
田
池
以
外
の
も
の
を
も
含
め
て
）

　
民
田
池
水
利
費
（
二
〇
一
〇
石
分
）
　
七
〇
円

　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
三
〇
〇
円

　
岡
者
の
間
に
相
当
な
…
開
き
の
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
7
●
上
述
の
公
的
な
負
担
の
他
、
侮
下
流
。
流
末
は
様
々
の
隠
れ

た
負
担
を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
其
の
一
は
堰
機
窓
ケ
料

で
あ
り
、
買
田
池
水
番
水
の
際
用
水
の
流
下
す
る
水
路
の
昏
々
に
入

れ
る
堰
板
で
、
こ
れ
は
度
毎
に
自
村
へ
持
帰
ら
ず
に
股
の
所
在
す
る

村
に
預
け
て
解
く
例
で
あ
り
、
其
の
為
の
預
ケ
料
で
あ
る
。
第
二
は

特
に
配
水
を
多
く
謡
鼓
す
る
場
合
に
与
北
村
の
角
部
落
に
対
す
る
酒

三
升
位
の
贈
賄
（
水
利
委
員
七
。
八
入
に
対
す
る
も
の
）
及
び
揺
番

人
に
対
す
る
贈
賄
等
は
隠
れ
た
る
負
担
の
申
で
豊
明
わ
ば
直
接
的
な

も
の
で
あ
る
が
、
闇
接
的
な
も
の
に
も
種
た
あ
る
。
例
え
ば
例
年
八

月
二
研
の
権
兵
衛
祭
及
び
与
北
の
春
の
氏
神
祭
に
対
す
る
寄
附
、
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
や
　
　
む
　
　
し

北
の
持
宝
院
の
行
事
に
対
し
て
の
嵜
附
、
角
。
宮
ノ
前
（
与
北
の
内
、

郡
家
の
直
接
上
流
部
に
当
る
）
に
野
芝
屠
が
行
わ
れ
る
時
の
寄
附
、

果
て
は
消
防
屯
所
の
建
設
に
対
す
る
霜
附
に
至
る
迄
、
是
許
、
の
中
は

何
処
迄
が
用
水
問
題
と
関
係
す
る
か
適
確
に
把
握
し
難
い
場
合
も
あ

る
が
、
流
末
の
人
々
は
寄
附
の
高
が
間
接
的
に
流
れ
下
る
水
量
に
影

響
が
あ
る
と
考
え
て
欺
る
寄
附
行
為
を
甘
受
し
て
い
る
点
に
問
題
が

あ
る
。
流
末
村
の
役
員
は
与
北
の
役
員
は
勿
論
そ
の
家
族
に
対
し
て

す
ら
路
上
で
の
会
釈
に
意
を
用
い
、
選
挙
運
動
も
水
路
を
使
っ
て
行

わ
れ
る
等
、
単
に
経
費
の
点
の
上
で
の
み
な
ら
ず
、
無
形
の
社
会
生

活
の
面
に
迄
池
懸
り
の
開
係
が
随
伴
し
影
響
し
て
い
る
。

　
8
．
嘗
っ
て
の
石
高
を
規
準
に
費
鷹
を
賦
課
す
る
事
の
不
合
理
は

郡
家
の
場
合
と
同
様
龍
川
村
に
属
す
る
原
田
・
金
蔵
寺
の
場
合
に
も

著
し
い
。
金
蔵
寺
の
金
轡
の
三
・
四
町
歩
、
原
田
の
池
ノ
内
の
三
。

六
町
歩
が
㎜
貝
田
池
に
灌
概
せ
ら
〆
れ
る
姫
六
｝
瓢
湖
預
で
由
め
り
の
な
が
・
り
、
瀟
閲
村

合
し
て
七
〇
七
石
分
を
負
坦
す
る
不
合
理
は
既
述
し
た
が
、
金
蔵
寺

の
場
含
は
金
倉
川
の
陶
河
床
に
当
る
所
か
ら
涌
（
ユ
ウ
）
が
多
数
に

湧
出
し
て
、
金
蔵
寺
の
田
用
水
は
，
殆
ん
ど
之
に
依
存
し
て
い
る
実
状

で
あ
り
、
買
田
池
水
の
同
村
に
対
し
て
有
す
る
意
義
は
極
め
て
乏
し
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い
。
而
も
乙
原
田
村
の
池
之
内
に
於
て
も
、
誉
田
水
の
流
下
す
る
の

は
三
年
に
一
回
と
云
う
実
状
で
あ
り
な
が
ら
、
七
〇
礎
石
分
の
負
担

は
金
蔵
寺
。
原
田
共
に
爾
村
全
部
の
水
田
に
掛
け
て
も
億
反
当
一
〇

〇
円
と
嚢
う
高
額
に
な
っ
て
い
る
。
原
田
・
金
蔵
寺
が
郡
家
に
近
い

立
場
に
在
る
事
は
以
上
の
関
係
に
よ
っ
て
も
明
白
で
あ
る
。

　
9
。
特
…
腿
な
も
の
と
し
て
の
郡
．
家
村
三
条
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る

金
箆
羅
社
領
の
負
担
、
久
留
島
の
柞
原
マ
ン
に
対
す
る
負
担
は
、
三

条
村
の
質
盤
外
に
別
途
に
負
担
し
て
い
て
、
玉
響
り
の
負
担
額
は
八
八

○
○
石
に
割
り
当
て
た
負
坦
の
外
で
あ
る
に
も
関
ら
ず
、
そ
れ
は
与

北
村
四
三
六
七
石
分
の
負
担
の
中
に
繰
込
ま
れ
、
与
北
は
四
三
六
七

石
分
か
ら
、
社
領
分
。
柞
原
マ
ン
の
負
担
額
を
引
き
去
っ
た
額
し
か

負
担
し
て
い
な
い
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
与
夢
話
に
其
の
両
球
場
が

池
の
支
配
権
を
握
っ
て
い
る
事
か
ら
生
じ
た
結
果
で
あ
り
、
三
条
村

の
最
も
不
満
．
と
す
る
所
で
あ
る
。

　
上
述
の
数
々
の
費
用
負
担
の
割
合
と
配
水
量
と
の
不
一
致
を
示
す

事
実
に
対
す
る
不
瀞
は
郡
家
・
龍
川
両
三
の
底
流
と
な
っ
て
い
な
が

匪
り
、
今
鷺
迄
バ
公
等
…
と
其
／
の
非
を
述
　
べ
、
或
は
池
熱
心
り
脱
退
等
の
媒
孚
に

出
　
で
得
な
か
っ
た
理
内
は
、
如
何
に
買
田
池
水
に
頼
り
得
る
程
度
が

　
　
　
　
溜
池
灌
概
に
於
け
る
用
水
分
配
と
縫
村
祉
会
（
喜
多
村
〉

勘
か
つ
た
と
は
云
い
条
、
結
審
万
一
の
水
不
足
の
場
合
に
対
し
て
買

国
池
に
営
む
所
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
9
、
若
し
賓
三
池
以
外
に
確
実

山
な
沢
水
源
一
か
生
じ
れ
ば
、
　
血
・
北
対
｝
槻
士
酷
烈
醸
村
一
の
照
鱒
係
は
一
変
の
タ
ベ
へ
讐

運
命
に
あ
る
。
現
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
満
濃
の
貯
水
量
増
加
の
為
の

新
堤
防
築
造
工
事
の
進
行
が
、
漸
く
流
末
村
女
を
し
て
上
述
の
不
含

理
の
数
々
を
鋲
．
ば
し
め
る
自
信
の
裏
付
を
与
え
た
の
で
あ
り
、
満

濃
。
買
田
二
黒
の
組
織
下
に
あ
る
よ
り
は
、
満
濃
単
一
の
維
合
下
に

入
る
事
の
希
認
を
公
言
せ
し
む
る
に
至
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
満
濃

の
新
堤
防
工
事
の
殖
手
以
前
に
は
、
流
末
が
与
北
に
対
し
て
抗
議
的

態
度
の
片
鱗
を
だ
に
示
す
事
の
不
可
能
で
あ
っ
た
環
境
に
、
水
の
慣

行
の
持
つ
カ
の
威
大
さ
を
感
得
す
る
の
で
あ
る
。
買
田
池
用
水
費
用

不
払
同
盟
の
組
織
は
斯
る
憂
事
気
の
端
的
な
表
明
で
あ
る
。

⑲
萌
治
†
年
六
月
二
織
「
買
田
畑
水
掛
規
則
」

⑳
与
北
村
役
場
蔵

山ハ

A
　
蘭
脳
業
経
営
に
三
三
す
水
利
の
三
郷
蕾

　
上
述
の
用
水
分
配
方
式
が
現
実
の
農
業
経
営
に
及
ぼ
す
影
響
は
次

の
諸
点
に
要
約
し
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樹
三
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溜
池
灘
灘
に
於
け
る
粥
水
分
配
と
藤
村
祉
会
（
翼
多
村
）

　
1
．
満
濃
池
水
の
到
着
が
遅
く
、
叉
買
田
池
水
に
も
依
存
し
得
ず
、

初
夏
の
仕
付
水
を
自
村
内
の
蛍
池
の
貯
水
に
よ
っ
て
驚
は
ざ
る
を
得

な
い
与
北
以
外
の
濡
文
は
、
少
し
で
も
梅
黒
雨
に
よ
っ
て
田
植
を
済

せ
る
為
に
他
地
方
に
比
し
て
麦
苅
の
時
期
を
著
し
く
早
め
、
耕
地
を

空
け
て
幕
耕
の
準
備
を
整
え
て
待
っ
て
い
る
。
麦
秤
の
未
だ
青
い
中
、

五
局
二
十
七
・
八
日
頃
に
は
表
苅
を
行
う
の
で
衰
自
体
の
収
稜
に
は

悪
影
響
を
及
す
結
果
と
な
っ
て
い
る
が
、
隈
植
を
終
了
す
る
為
に
は

止
む
を
得
な
い
豊
麗
で
あ
り
、
専
ら
皿
池
の
貯
水
を
節
約
す
る
苦
肉

の
方
法
で
あ
る
。

　
2
．
一
戸
当
経
営
面
積
の
小
さ
い
本
地
方
で
は
裏
作
の
普
及
は
当

然
の
結
果
で
あ
9
、
現
金
収
入
の
途
と
し
て
換
金
作
物
の
選
択
に
は

意
を
用
い
ざ
る
を
得
な
い
。
煙
堅
作
は
最
も
此
の
紅
雲
に
適
う
も
の

の
一
で
あ
る
が
、
初
夏
の
田
植
期
に
は
煙
草
は
未
だ
青
六
と
畑
中
に

在
う
て
田
植
水
を
注
ぎ
得
ず
、
七
月
末
或
は
八
月
上
旬
の
早
筆
跡
地

へ
の
田
植
期
に
は
、
池
の
水
は
既
に
田
植
の
為
の
配
水
期
を
過
ぎ
て

い
て
、
遅
れ
た
田
植
の
為
に
は
放
水
し
得
な
い
と
い
う
嗣
「
約
を
生
じ

て
い
る
。
従
っ
て
斯
る
配
水
法
の
為
に
煙
草
作
は
勢
い
充
分
に
発
展

し
得
ず
、
池
水
に
よ
っ
て
池
懸
り
の
農
業
が
根
本
的
に
支
配
せ
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
3
．
米
収
を
多
か
ら
し
め
る
為
に
は
稲
の
生
育
期
問
中
夫
々
の
蒔

瞑
隅

期
に
灌
水
の
深
度
を
調
館
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
然
し
絶
対
的
な

水
量
の
不
足
の
誌
に
は
斯
る
考
慮
を
払
う
余
地
は
全
く
な
く
、
取
溜

め
得
る
水
だ
に
あ
ら
ば
極
力
溜
込
ま
ん
と
す
る
の
が
一
般
の
傾
向
で

「
中
干
」
の
如
き
は
遙
か
に
関
心
の
外
で
あ
る
。

　
4
．
供
出
剃
度
の
下
で
は
元
来
の
水
田
に
於
て
は
稲
作
は
不
可
避

で
あ
る
。
鞍
作
・
甘
藤
作
の
盛
で
あ
っ
た
当
縛
は
現
在
程
の
用
水
量

は
不
要
で
あ
っ
た
。
然
し
前
述
の
如
く
耕
地
面
積
の
狭
少
さ
は
裏
作

を
必
須
な
ら
し
め
、
而
も
裏
作
の
実
施
は
春
耕
及
び
其
後
の
灌
水
に

対
し
て
よ
9
多
量
の
水
を
必
要
な
ら
し
め
る
結
果
を
生
じ
て
い
る
。

耕
地
面
積
に
余
裕
が
あ
れ
ば
水
量
と
併
せ
考
え
て
か
り
に
稲
作
を
第

ご
義
と
す
れ
ば
裏
作
は
或
程
度
迄
調
節
し
得
る
筈
で
あ
る
。
然
し
讃

岐
で
は
到
底
斯
る
点
を
考
慮
す
る
余
地
の
存
し
な
い
処
に
困
難
さ
が
、

あ
り
、
水
源
の
増
加
以
外
に
救
済
策
は
見
出
し
難
い
の
で
あ
る
。
斯
る

観
点
か
ら
す
れ
ば
徒
に
堤
防
の
築
造
に
費
用
と
労
力
を
投
じ
て
も
其

の
努
力
に
相
応
し
た
貯
水
量
の
増
加
の
得
難
い
雲
州
の
修
理
・
増
築

よ
り
も
、
　
一
堤
防
の
築
造
に
よ
っ
て
一
挙
に
貯
水
量
を
増
し
得
る
満

濃
池
の
改
修
工
事
は
甚
だ
当
を
得
た
・
も
の
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
其
他
水
利
費
の
指
圧
、
昼
夜
を
分
た
ぬ
引
水
の
為
の
過
重
労
働
の

負
担
等
も
間
接
的
な
影
響
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
一
、
　
一
〇
、
二
四
稿
了
）

（・144　）



t”hct　1／r’．chizen　IN（i，anors　of　the　rli“ocl．aiji　”1｛“eniplc’i

　　　by

rv．　1〈i．shi

　　’1’”he　ol）ject　of　this　essay　is　to　illustrate　soine　of　the　f．tctual　conclitions

of　t｝ie　Eckizen　inanors　of　t’he　ll’odttijE　in　coBnection　with　the　politicctl

aspect　ot’　t’he　clay．　First　of　tLll，　1　pointed　out　the　appointinents　of　Ato－

no一〇雛ri．　tもnd　Ikue－Do－Azumando，　the　7．otodtしijishi（造東大寺司），　to　the

shisho（輿生）of　Echlzenこmd　the廉ryo（．大領）of　Asu・，凱一9un（足羽郡）

respe’ctixrely，　ancl　the　betLurocratie　nianageinent　of　the　’tn；u］ors　reisulted

豊℃撮this　1．）（．｝1icy　of亡hピ1’emple．　This　ftlct　is，　ill　it．selt　enα1ghむ。　ex一

「1＞ltしk）the　1職110r1ttl．　intLntしgem．eDt一一the　chinSO（賃租）1照猟gei1紅．lel｝t

similar　、、纏th　th乙tt　of　the　kodeD　（公田），　tmd　 亡htしt　t｝／e　 F二C｝ユizen　 （iistrict　NVtLS

one　of　tiie　yixost　knporttLnt　financlttl　sources　of　the　Zotoclaijishi．　Second－

ly，　n｝y　attention　v，ras　c／irected　to　those　nianors　of　Sabatakunitonii－no一

曲（臨奪田匿1憲’．駐三）こしi聖く1Chipnoi’i－iio－sho　（道‘苧、庄），　which　oris・il〕ごししed　frOin

t”he　ctdtii，Tation’b’　ancJ　contr；LI）utions　r．endiereCt　1）y　such　local　vnagnet＄　as

．H．unch’tl）f’tu－no－1’liroiuinii　ancl　1．kue－no－ttXzuniando．　Se　“re　see　here　a　differ－

ent　t．ypL’　of　t¢nure－th｛一’．　seignettrittl　relationship　not　Nvith　the　uiirect　pro－

duicers，　1．）tit　with　the　intts，llets，　ancl　herein　lies　the　poxyerf｛il　reasons　why

tilese　 ！1三二毛ll（〉工闇S　Sしll’Vま～γed　 ftしr　 三正〕亡。　 t’he　 墨．．Zthittn　 e正・乙し●　　13ζこ亡　IV量亡1工　t丑ユe　 fし1正　of　＆1－

jiharano一！　’aktu“are　“rho　had　s“rayecl　these　estt・ttes　the　gov・ernnie“nt　of　the

Echl罵n　mtmors．was　t三Uken　into　tl｝e「1’od乙しiji－Sanftro（東大．寺三二），乙md

there　sktvte）（1　the　strug，g’ies　xvith　the　locta！　niagnets．

　　　　　　　X・Vater　Distribution　and　1］｝．t’ii“al　ConMnunity

　　　　　　　　　　’in　the　｝x’ecevoir　Xrrigation・　Dlscricts

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「．r．　1｛i亡乙しllMll’a

　　「｝’he　R．ecevoir　of　Kこし｛dα　童s　situzしted　重n　the　central　region　of　the三N｛乙しru－

s．arue　1’／：ti．n　：tnCl　tincler　the　）．vi［t．　N．　Tyoi，　｝〈：tgawa　’Prc’fecture．　lts　establish－

in，en．t　fttll：　iii　the　．1〈ei．cho　ertL，　｛L　litt’le　earli．er　than　th．e　rec．onstriiction　of　t’he

L＞t’1；tnno　l！ecevoir．　，’ALmon／／r　the　ciiistricts　of　it．s　wa．ter　diFitril）！itiion．　tl｝e　Kaic3a

（／）onitts　s¢ven　v・iiltts’re．s　ttnd　gtti，re　rlse　to　a　peculip．r　rLiyttl　cotninnnity’　dis一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）



魚ユ9tt｛shed倉Om　thこ．tt。f撫O　M乙mR。．　Tl鷺：seven《r1三・しimecl　its　Wat¢r　frO｝／l

the　beglnning　but　we　see　Yogi亡2L　V量11．三婆ζ諺CQntr（蔚亡s　greatest　P乙しrt　te　its

oKvn　use．　“ P’his　i．s　clue　to　it．s　t’inttncial　stti）vort　aixl　the　other　villlages　se－

enis　to　be　given　i．ts　sttrplns　wat’er．　rThe　g）ther　recevoirs　intty　be　helpful

to　these　vi11ともges，1）ut　i韮．｝C。mp：tris・1いviヒh　tミ｝e　greこ乞tぐ1照n晦of　Water。f

t’he　1〈aida　they　are　ef　no　use　to　t’ne　neecls　in　L“1’ie　ri，ce－plailting　season：

Compe！led　to　these　l）ac’1撒d　unfortul｝tしt¢clrcumstこmces鋤d　yet　un£Lble

to“9　et　rid　Qf　ti｝em　these　Vllhges　elnerged乙もS岬ecullこしr　cOD・・nUnity。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sa　1〈　ai　an　cl　N　ca　i’a

　　　　　　　　　　A　Sftttt（ly　of　the　R．eltVL’io1ishi，p　bet“feen　the

　　　　　　　　　　　　　　　　seign，eui“ia！　anc｛　tl’ie　1’ort一　City

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l）y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F．Ntし9乙しshima

　　It　was　through　the　tnrbnlent　at．res一　of　the　Ntuibolgztt－cl”io　tliat　Sakai－no－

ura，　once　tt　deserteu’1　n’ianor　of　tl・ie　Surni｝roshi　and　the　｝〈as“f，，ra　．Shrines

in　N．　rara，　．eniertsred　as　an　iniportant　dep6t　of　tl’ie　knigintly　class．　Thn．s

t｝ne　feuCial　relatlons　thae　htLd　been　exist’ed　between　the　t“ro　c：｛ties，　Nara

and　Sakal，　“rere　complety　reverseCl　witli　the　coniLmercia！　developi－nent

of　the　ltttter．　The　seconcl　step　to“tayd　its　sul）remacy　was　taken　durin．g

tlie　Onin　confiicts　that　followecl　the　ci，xril　xyars　of　the　1　anboku－cho　and

its　positlve　ptLrticlv：ttion　into　the　civil　life　of　1〈yoto　an（！　Nara　ep－

ableil　the　citizens　of　Sttkai　to　achieve　a　niLel！ow　ancl　cultaral　1il’e．　liii

this　article　1　ttiined　ttt　the　analyr，，is　of　the　inter－relations　betxveLan　tlLe

seゆeuritし1　contol　of　N乙しr撮md　the　c1としi鶴ofζhe　Port－to・vll　wh｛ch　w乙しs

to　einerge　as　a　p．　oitferful　city　of　fe”dtd　Jap［u｝．

　　　　　　　　The．　Social　Structurc’　itmc｛er　the　C」tipt’a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l）　y　n　ast＞r　（　｛　1．　〉，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝〈．　Sato

　　’1”he　rurttl　cointni．zvit｝r　of　tlie　〈．｝upta　era　was　coinposccl　of　soine　ten

・叫lsettleme・・亡・c1・ste・ed・・rαm・／1　a　c・・P｛．t・・1　vill・ge・1t・members

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈2）


